
在
奉
天
総
領
事

小
池
張
造

│
│
在
奉
天
総
領
事
が
み
た
満
州
問
題
│
│

井

上

勇

一

一

問
題
の
所
在

二

満
州
統
治
問
題
︵
在
満
領
事
館
体
制
の
確
立
︶

㈠

在
満
領
事
館
体
制
の
確
立

㈡

在
満
領
事
館
体
制
と
関
東
都
督

三

満
州
懸
案
問
題
の
処
理
︵
１

鉄
道
問
題
︶

㈠

安
奉
鉄
道
改
築
問
題

㈡

京
奉
鉄
道
延
長
問
題

㈢

満
韓
直
通
列
車
運
行
問
題

四

満
州
懸
案
問
題
の
処
理
︵
２

安
奉
鉄
道
警
備
問
題
︶

五

む
す
び

一

問
題
の
所
在

明
治
三
九
年
六
月
一
日
︑
西
園
寺
公
望
首
相
は
︑
五
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た
満
州
問
題
協
議
会
の
決
定
に
基
づ
い
て
︑
英
米
両
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国
が
満
州
の
門
戸
開
放
を
要
求
す
る
の
に
応
じ
て
︑
満
州
に
お
け
る
軍
政
を
民
政
に
転
換
す
る
た
め
︑
そ
の
手
始
め
と
し
て
在
奉
天

総
領
事
館
を
開
館
し
︑
林
董
外
相
は
︑
そ
の
初
代
総
領
事
に
萩
原
守
一
在
米
大
使
館
一
等
書
記
官
を
起
用
し
た
︒
萩
原
は
︑
領
事
権

限
に
よ
り
満
州
に
進
出
す
る
邦
人
を
保
護
し
︑
邦
人
に
よ
る
経
済
活
動
を
支
援
す
る
た
め
︑
開
放
さ
れ
た
満
州
の
主
要
都
市
に
領
事

館
を
開
設
す
る
こ
と
を
林
外
相
に
進
言
し
︑
こ
れ
を
受
け
た
林
外
相
は
︑
満
州
各
地
が
開
放
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
︑
哈
爾
賓
︑
吉

林
︑
長
春
な
ど
に
領
事
館
を
開
設
し
︑
在
満
領
事
館
体
制
の
確
立
に
向
け
て
踏
み
出
し
た
︵

︶
︒
他
方
︑
邦
人
の
経
済
活
動
は
︑
明
治
三

1

九
年
一
二
月
二
二
日
に
第
一
次
桂
内
閣
小
村
寿
太
郎
外
相
が
署
名
し
た
日
清
満
州
善
後
条
約
に
よ
り
︑
清
国
が
日
本
の
権
益
と
認
め

た
鉄
道
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
が
︑
満
鉄
本
線
︵
大
連
・
奉
天
・
長
春
間
︶
で
す
ら
︑
そ
の
租
借
期
間
は
三
三
年
と
さ
れ
て
い

た
た
め
︑
そ
の
権
益
の
強
化
は
焦
眉
の
課
題
で
あ
っ
た
︒

加
え
て
︑
日
本
が
日
露
戦
争
中
に
急
造
し
た
安
奉
鉄
道
︵
安
東
・
奉
天
間
︶
は
︑
日
清
満
州
善
後
条
約
に
よ
っ
て
︑
満
州
か
ら
の

陸
軍
の
撤
退
の
た
め
の
期
間
と
し
て
一
年
︑
さ
ら
に
一
般
の
商
工
業
に
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
改
築
す
る
た
め
の
期
間
と
し
て
最
大

限
二
年
︑
そ
の
後
の
日
本
が
経
営
す
る
期
間
と
し
て
一
五
年
の
租
借
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
︑
租
借
期
間
は
最
長
で
も
一
八
年
に
す

ぎ
ず
︑
租
借
期
限
を
迎
え
た
後
は
︑
日
本
は
︑
満
鉄
本
線
も
︑
安
奉
鉄
道
も
︑
中
国
に
売
却
す
る
こ
と
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
︒
と
り
わ
け
安
奉
鉄
道
は
︑
満
鉄
本
線
と
は
異
な
り
︑
鉄
道
付
属
地
も
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
ま
た
鉄
道
守
備
隊
に
つ
い
て
の

取
り
決
め
も
な
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
し
か
も
清
国
は
鉄
道
付
属
地
の
設
定
や
日
本
か
ら
の
鉄
道
守
備
隊
の
派
遣
に
反
対
し
て
い
た
た
め
︑

日
本
の
安
奉
鉄
道
経
営
は
︑
満
鉄
本
線
と
は
異
な
り
︑
鉄
道
付
属
地
や
鉄
道
守
備
隊
が
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
︒明

治
四
〇
年
一
〇
月
二
三
日
︑
在
奉
天
総
領
事
は
︑
萩
原
か
ら
萩
原
と
は
外
交
官
領
事
官
試
験
同
期
合
格
の
加
藤
本
四
郎
に
交
代

し
た
が
︑
翌
明
治
四
一
年
六
月
︑
加
藤
は
病
気
療
養
の
た
め
に
帰
朝
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
︑
そ
の
後
は
︑
次
席
の
吉
田
茂
領
事
官

補
が
総
領
事
代
理
と
し
て
館
務
を
総
括
し
て
い
た
が
︑
そ
の
吉
田
も
八
月
四
日
に
な
っ
て
罹
病
し
︑
在
奉
天
総
領
事
館
は
館
長
と
次

法学研究 84 巻 3 号（2011：3）

28



席
の
双
方
と
も
が
不
在
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
︒
加
え
て
︑
第
二
次
桂
内
閣
の
外
相
に
就
任
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
た
小
村
寿
太

郎
駐
英
大
使
が
︑
同
一
九
日
︑
英
国
か
ら
の
帰
路
︑
日
清
満
州
善
後
条
約
締
結
の
際
の
清
国
全
権
団
の
一
員
で
あ
っ
た
徐
世
昌
東
三

省
総
督
と
会
談
す
る
こ
と
に
な
り
︑
奉
天
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
︵

︶
︑
八
月
九
日
よ
り
岡
部
三
郎
在
安
東
領
事
が
奉
天
に
出

2

張
し
︑
吉
田
に
代
わ
っ
て
館
務
を
総
括
し
て
い
た
が
︑
吉
田
の
快
癒
が
遅
れ
た
た
め
︑
九
月
五
日
︑
岡
部
は
在
安
東
領
事
の
ま
ま
在

奉
天
総
領
事
館
領
事
の
兼
任
を
命
じ
ら
れ
︑
吉
田
に
代
わ
っ
て
在
奉
天
総
領
事
代
理
と
し
て
︑
在
安
東
領
事
館
と
と
も
に
在
奉
天
総

領
事
館
の
館
務
を
も
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
中
で
︑
明
治
四
一
年
一
二
月
九
日
︑
在
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領

事
で
あ
っ
た
小
池
張
造
が
︑
第
三
代
総
領
事
と
し
て
奉
天
に
着
任
し
た
︒

小
池
は
︑
明
治
六
年
二
月
八
日
︑
茨
城
県
に
生
ま
れ
︑
明
治
二
九
年
七
月
︑
︵
東
京
︶
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
後
︑
同
年
九

月
の
第
四
回
外
交
官
領
事
官
試
験
に
合
格
︑
同
期
合
格
者
の
中
に
は
幣
原
喜
重
郎
が
い
る
︒
初
代
総
領
事
の
萩
原
︑
小
池
の
前
任
者

加
藤
お
よ
び
後
任
の
総
領
事
と
な
る
落
合
謙
太
郎
は
い
ず
れ
も
第
二
回
外
交
官
領
事
官
試
験
の
合
格
で
あ
っ
た
か
ら
︑
年
次
と
し
て

は
小
池
は
萩
原
︑
加
藤
な
ら
び
に
落
合
の
二
期
下
と
な
る
︒
外
務
省
入
省
後
︑
小
池
は
︑
外
交
官
補
と
し
て
同
年
一
〇
月
か
ら
在
韓

公
使
館
︑
翌
三
〇
年
一
〇
月
か
ら
在
英
公
使
館
に
在
勤
し
た
後
︑
明
治
三
三
年
一
二
月
に
加
藤
高
明
外
相
秘
書
官
と
な
り
︑
そ
の
後
︑

三
等
書
記
官
と
し
て
明
治
三
四
年
一
〇
月
か
ら
在
清
公
使
館
︑
続
い
て
明
治
三
五
年
一
二
月
か
ら
再
び
在
英
公
使
館
に
在
勤
し
︑
明

治
三
六
年
六
月
に
は
二
等
書
記
官
に
昇
進
す
る
︒
小
池
は
︑
明
治
三
九
年
一
二
月
に
は
︑
英
国
か
ら
米
国
に
転
じ
て
在
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー

ク
総
領
事
を
拝
命
︑
次
い
で
明
治
四
〇
年
一
一
月
二
一
日
に
は
︑
領
事
館
か
ら
総
領
事
館
に
昇
格
す
る
在
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総

領
事
館
に
転
任
し
︑
初
代
総
領
事
に
起
用
さ
れ
た
︒

明
治
四
一
年
八
月
二
五
日
︑
小
池
は
用
務
帰
国
を
命
じ
ら
れ
︑
九
月
二
五
日
に
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
発
し
︑
お
よ
そ
二
カ

月
間
の
予
定
で
一
時
帰
国
し
た
が
︑
日
本
に
滞
在
中
の
一
一
月
一
三
日
︑
在
奉
天
総
領
事
の
発
令
を
受
け
た
︒
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
は
︑
小
池
が
着
任
す
る
前
年
︑
明
治
三
九
年
一
〇
月
に
日
本
人
学
童
差
別
問
題
が
起
こ
り
︑
そ
の
結
果
︑
明
治
四
一
年
三
月
に
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日
米
紳
士
協
約
が
成
立
し
︑
日
本
は
米
国
へ
の
移
民
を
自
主
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
︑
日
本
の
対
米
移
民
を
め
ぐ
っ
て
米
国
内

の
排
日
感
情
が
最
も
高
ま
っ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
た
か
ら
︑
石
井
菊
次
郎
外
務
次
官
は
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
人
会
に
対
し
て
︑

小
池
が
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
帰
任
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
釈
明
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
︒
か
く
し
て
小
池
は
︑
サ
ン
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
帰
任
す
る
こ
と
な
く
︑
一
二
月
九
日
に
奉
天
に
着
任
し
た
︒
す
で
に
六
月
二
八
日
に
満
州
か
ら
帰
国
し
︑
日
本
で

療
養
し
て
い
た
前
任
者
加
藤
は
︑
小
池
が
在
奉
天
総
領
事
の
発
令
を
受
け
た
後
︑
一
一
月
二
三
日
に
死
去
し
︑
ま
た
次
席
で
あ
っ
た

吉
田
も
︑
一
〇
月
二
八
日
に
は
奉
天
か
ら
帰
国
し
て
い
た
た
め
︑
小
池
は
総
領
事
代
理
を
務
め
て
い
た
岡
部
か
ら
事
務
の
引
継
ぎ
を

受
け
た
︒
そ
の
時
︑
小
池
は
三
五
才
で
あ
っ
た
︵

︶
︒

3

小
村
外
相
が
英
国
か
ら
の
帰
路
に
奉
天
に
立
ち
寄
り
︑
徐
世
昌
東
三
省
総
督
と
会
談
し
た
の
は
︑
満
州
問
題
が
外
相
と
し
て
取
り

組
む
最
重
要
課
題
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
ま
た
加
え
て
︑
加
藤
の
病
状
が
回
復
不
能
な
ほ
ど
に
重
い
こ
と
を
知
ら
さ

れ
︑
そ
の
後
任
総
領
事
の
人
選
を
急
ぐ
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
︑
在
奉
天
総
領
事
の
人
事
は
小
村
外
相
に
と
っ
て
無

視
で
き
な
い
問
題
に
な
っ
て
い
た
︒
一
時
帰
国
中
の
公
館
長
を
︑
任
地
に
帰
さ
ず
に
転
勤
さ
せ
る
と
い
う
の
は
︑
異
例
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
事
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
︑
用
務
帰
国
中
の
小
池
を
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
奉
天
に
転
任
さ
せ

る
と
い
う
無
理
を
あ
え
て
行
っ
た
の
も
︑
小
村
外
相
と
し
て
は
︑
在
奉
天
総
領
事
に
は
小
池
以
外
に
適
任
者
は
い
な
い
と
判
断
し
た

た
め
と
い
え
よ
う
︒

小
村
外
相
が
︑
小
池
を
在
奉
天
総
領
事
に
起
用
し
た
の
は
︑
小
池
が
日
露
戦
争
を
は
さ
む
四
年
間
を
英
国
で
︑
ま
た
そ
の
後
の
二

年
間
を
米
国
で
在
勤
し
て
い
た
た
め
︑
英
米
両
国
が
︑
日
露
戦
争
後
の
日
本
の
満
州
政
策
に
対
し
て
︑
門
戸
開
放
と
い
う
観
点
か
ら

重
大
な
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
︒
小
村
が
第
二
次
桂
内
閣
の
外
相
に
就
任
す
る
前

年
七
月
に
は
第
一
回
日
露
協
商
が
成
立
し
︑
日
露
間
の
緊
張
緩
和
が
進
展
す
る
一
方
︑
満
鉄
平
行
線
問
題
な
ど
の
た
め
に
︑
日
本
は

米
国
や
同
盟
関
係
に
あ
る
英
国
と
の
間
に
緊
張
関
係
が
生
ま
れ
て
お
り
︑
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
の
首
席
全
権
を
務
め
︑
和
平
交
渉
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を
通
じ
て
満
州
問
題
の
実
態
を
熟
知
し
て
い
た
小
村
外
相
と
し
て
は
︑
英
米
両
国
が
主
張
す
る
門
戸
開
放
原
則
に
抵
触
す
る
こ
と
な

く
︑
日
本
の
満
州
権
益
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
︑
小
池
の
よ
う
に
︑
そ
の
間
を
英
米
両
国
に
在
勤
し
︑
そ
の
門
戸

開
放
主
義
の
主
張
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
る
こ
と
は
︑
在
奉
天
総
領
事
と
し
て
不
可
欠
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︵

︶
︒

4

こ
の
よ
う
に
︑
英
米
両
国
か
ら
門
戸
開
放
と
い
う
国
際
的
な
原
則
が
主
張
さ
れ
る
中
で
︑
日
本
は
満
州
に
お
け
る
権
益
の
強
化
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
︑
本
稿
で
は
︑
小
池
が
在
奉
天
総
領
事
で
あ
っ
た
時
代
に
︑
小
池
が
︑
す
な
わ
ち
在
奉
天
総
領

事
館
が
︑
満
州
問
題
に
つ
い
て
︑
何
を
考
え
︑
何
を
本
省
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
日
露
戦
争

後
︑
辛
亥
革
命
が
勃
発
す
る
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
日
本
の
満
州
政
策
に
つ
い
て
︑
在
奉
天
総
領
事
の
側
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
︒

︵

︶

拙
稿
﹁
在
奉
天
総
領
事

萩
原
守
一

│
在
奉
天
総
領
事
の
み
た
満
州
問
題
│
﹂︵
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
﹃
法
学
研
究
﹄

1
第
八
三
巻
第
五
号
︑
平
成
二
二
年
五
月
︶︒

︵

︶
﹁
小
村
大
使
帰
朝
ノ
途
次
奉
天
立
寄
ニ
付
随
行
員
ノ
覚
書
﹂︵
外
務
省
編
﹃
日
本
外
交
文
書
﹄
第
四
一
巻
第
一
冊
七
七
二
文
書
︵
以
下
︑

2﹃
外
文
﹄
四
〇
│
一
︑
七
七
二
の
よ
う
に
略
す
︶
付
記
一
︶︒

な
お
︑
吉
田
は
︑
明
治
四
一
年
六
月
一
一
日
に
帰
朝
発
令
を
受
け
て
い
た
が
︑
同
二
四
日
︑
加
藤
総
領
事
が
病
気
療
養
の
た
め
帰
国
し

た
こ
と
か
ら
︑
林
外
相
は
︑
同
二
六
日
︑
吉
田
に
︑
後
任
の
尾
崎
領
事
官
補
が
在
上
海
総
領
事
館
か
ら
着
任
す
る
ま
で
離
任
の
延
期
を
命

じ
た
︒
し
か
し
︑
七
月
二
七
日
に
尾
崎
が
着
任
し
た
後
︑
八
月
四
日
に
は
吉
田
自
身
が
チ
フ
ス
に
か
か
り
︑
奉
天
に
お
い
て
療
養
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
た
め
︑
実
際
に
奉
天
を
離
任
す
る
の
は
一
〇
月
二
二
日
と
な
っ
た
︒
ま
た
帰
朝
後
︑
吉
田
は
︑
一
一
月
一
六
日
に
外
交
官
補

と
し
て
在
英
大
使
館
在
勤
を
命
じ
ら
れ
︑
続
い
て
翌
明
治
四
二
年
一
二
月
に
は
在
伊
大
使
館
三
等
書
記
官
︑
大
正
元
年
九
月
に
は
在
安
東

領
事
と
な
り
︑
さ
ら
に
そ
の
後
︑
大
正
一
四
年
一
〇
月
に
は
第
七
代
在
奉
天
総
領
事
と
し
て
再
び
奉
天
に
在
勤
す
る
︒

︵

︶

小
池
が
奉
天
に
着
任
し
た
時
の
外
相
は
第
二
次
桂
内
閣
小
村
寿
太
郎
で
あ
っ
た
が
︑
明
治
四
四
年
八
月
三
〇
日
に
第
二
次
西
園
寺
内

3閣
が
成
立
し
︑
内
田
康
哉
駐
米
大
使
が
外
相
に
起
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
内
田
が
帰
国
し
︑
外
相
に
就
任
す
る
一
〇
月
一
六
日
ま
で
は
︑

在奉天総領事 小池張造

31



林
董
逓
信
相
が
外
相
を
兼
任
し
た
︒
ま
た
外
務
次
官
は
石
井
菊
次
郎
︑
政
務
局
長
は
倉
知
鉄
吉
︑
通
商
局
長
は
萩
原
守
一
前
在
奉
天
総
領

事
で
あ
っ
た
が
︑
明
治
四
四
年
五
月
二
六
日
に
萩
原
が
急
逝
し
た
た
め
︑
坂
田
重
次
郎
在
英
大
使
館
一
等
書
記
官
が
通
商
局
長
に
起
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
︑
坂
田
が
帰
国
し
て
通
商
局
長
に
就
任
す
る
九
月
九
日
ま
で
の
間
は
︑
石
井
次
官
が
通
商
局
長
を
兼
任
し
た
︒

ま
た
小
池
の
奉
天
在
勤
中
の
駐
清
公
使
は
伊
集
院
彦
吉
で
あ
っ
た
︒

︵

︶

小
村
が
駐
英
大
使
と
し
て
英
国
に
赴
任
し
た
際
︑
小
池
は
二
等
書
記
官
と
し
て
在
英
大
使
館
に
在
勤
し
て
い
た
の
で
︑
小
池
が
一
時

4帰
国
し
た
直
後
に
旧
知
の
小
村
を
訪
ね
︑
久
闊
を
叙
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
︒
お
そ
ら
く
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
︑
小
村
は
︑

無
理
を
承
知
の
上
で
︑
在
奉
天
総
領
事
に
小
池
を
起
用
す
る
決
心
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

二

満
州
統
治
問
題
︵
在
満
領
事
館
体
制
の
確
立
︶

㈠

在
満
領
事
館
体
制
の
確
立

小
池
が
在
奉
天
総
領
事
の
時
代
に
︑
小
池
を
補
佐
し
︑
小
池
が
奉
天
を
不
在
に
す
る
時
に
は
総
領
事
代
理
を
務
め
る
次
席
は
︑
小

池
が
着
任
し
た
時
は
︑
吉
田
の
後
任
の
尾
崎
洵
盛
領
事
官
補
で
あ
っ
た
が
︑
尾
崎
は
︑
翌
四
二
年
一
月
一
〇
日
︑
外
交
官
補
と
し
て

在
米
大
使
館
に
転
任
し
た
︒
尾
崎
の
後
任
と
し
て
︑
前
年
一
二
月
一
三
日
に
青
木
新
領
事
官
補
が
着
任
し
た
が
︑
青
木
も
同
年
一
〇

月
二
日
に
在
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
に
転
任
し
︑
さ
ら
に
同
年
九
月
一
九
日
に
青
木
の
後
任
と
し
て
着
任
し
た
澤
田
節
蔵
領
事

官
補
も
︑
翌
明
治
四
三
年
二
月
五
日
に
副
領
事
に
昇
進
し
た
後
︑
二
月
二
八
日
に
帰
朝
し
た
︒
こ
の
よ
う
に
︑
小
池
着
任
後
の
一
年

半
は
︑
在
奉
天
総
領
事
館
で
は
︑
次
席
を
務
め
た
三
人
の
領
事
官
補
が
い
ず
れ
も
一
年
未
満
で
交
代
し
て
い
た
た
め
︑
澤
田
の
後
任

と
し
て
︑
明
治
四
三
年
二
月
一
四
日
に
有
田
八
郎
領
事
官
補
が
着
任
す
る
ま
で
は
︑
在
奉
天
総
領
事
館
で
は
︑
小
池
が
総
領
事
と
し

て
十
分
な
活
動
を
な
し
え
る
体
制
に
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
︒
有
田
は
︑
明
治
四
五
年
二
月
二
九
日
ま
で
︑
小
池
と

そ
の
後
任
の
落
合
謙
太
郎
総
領
事
の
下
で
︑
二
年
間
に
わ
た
っ
て
次
席
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
︵

︶
︒

1
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ま
た
小
池
が
総
領
事
で
あ
っ
た
時
代
の
総
領
事
館
員
で
あ
る
が
︑
小
池
の
着
任
前
の
明
治
四
一
年
七
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
︑

萩
原
総
領
事
時
代
か
ら
在
勤
し
て
い
た
書
記
生
四
名
と
通
訳
生
一
名
が
離
任
し
︑
小
池
が
着
任
し
た
時
に
は
︑
次
席
の
尾
崎
の
ほ
か

に
︑
九
月
一
〇
日
に
在
奉
天
総
領
事
館
遼
陽
出
張
所
が
領
事
館
に
昇
格
し
た
際
に
︑
遼
陽
か
ら
奉
天
に
帰
任
し
た
速
水
一
孔
副
領
事
︑

加
藤
前
総
領
事
時
代
に
着
任
し
た
東
条
勝
順
書
記
生
︑
小
池
の
着
任
直
前
に
着
任
し
た
糟
谷
廉
二
通
訳
生
の
三
名
が
在
勤
し
て
い
た
︒

加
藤
前
総
領
事
時
代
に
は
︑
在
奉
天
総
領
事
館
に
は
︑
次
席
の
吉
田
の
ほ
か
に
︑
書
記
生
五
名
と
通
訳
生
一
名
の
六
名
が
在
勤
し
て

い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
小
池
が
着
任
し
た
時
に
は
三
名
の
書
記
生
な
い
し
通
訳
生
が
未
配
置
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒

小
池
の
着
任
後
︑
明
治
四
一
年
末
に
深
沢
暹
書
記
生
︑
翌
明
治
四
二
年
初
め
に
中
野
勇
吉
書
記
生
が
着
任
し
︑
次
席
以
外
の
館
員

は
書
記
生
四
名
︑
通
訳
生
一
名
の
計
五
名
と
な
っ
た
の
に
続
い
て
︑
明
治
四
二
年
中
に
は
速
水
副
領
事
︑
東
条
︑
中
野
両
書
記
生
の

三
名
が
離
任
す
る
一
方
で
︑
山
本
全
︑
竹
内
広
彰
︑
岩
田
庫
治
の
三
名
の
書
記
生
が
着
任
し
た
が
︑
さ
ら
に
明
治
四
四
年
に
は
糟
谷

通
訳
生
と
山
本
書
記
生
が
離
任
し
た
後
︑
着
任
し
た
の
は
寺
井
秀
昌
書
記
生
一
名
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
︑
小
池
が
離
任
し
た
時
に
は
︑

次
席
の
有
田
の
ほ
か
は
︑
深
沢
︑
竹
内
︑
岩
田
︑
寺
井
の
四
名
の
書
記
生
が
在
勤
す
る
の
み
で
︑
書
記
生
な
い
し
通
訳
生
の
一
名
は

未
配
置
と
な
っ
て
い
た
︒

こ
の
よ
う
に
館
員
一
名
は
未
配
置
で
あ
っ
た
が
︑
そ
れ
は
必
ず
し
も
本
省
の
在
奉
天
総
領
事
館
に
対
す
る
関
心
が
失
わ
れ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︵

︶
︒
小
池
が
着
任
す
る
直
前
の
明
治
四
一
年
九
月
一
〇
日
に
は
︑
在
奉
天
総
領
事
館
の
管
轄
区
域
に

2

お
い
て
在
鉄
嶺
︑
在
遼
陽
両
領
事
館
が
︑
ま
た
着
任
直
後
の
明
治
四
一
年
一
〇
月
二
九
日
に
は
︑
在
哈
爾
賓
総
領
事
館
の
管
轄
区
域

に
お
い
て
在
斉
々
哈
爾
領
事
館
が
︑
ま
た
翌
明
治
四
二
年
一
一
月
二
日
に
は
︑
在
吉
林
領
事
館
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
在
間
島
総
領

事
館
が
開
設
さ
れ
た
ほ
か
︑
明
治
四
三
年
末
ま
で
に
︑
局
子
街
︑
頭
道
溝
︑
琿
春
に
同
総
領
事
館
分
館
が
開
設
さ
れ
た
た
め
︵

︶
︑
在
奉

3

天
総
領
事
館
に
お
け
る
館
員
の
配
置
が
一
時
的
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
︵

︶
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
小
池
が
在
奉
天
総
領

4

事
で
あ
っ
た
時
代
に
︑
日
本
が
満
州
事
変
の
勃
発
ま
で
に
満
州
に
設
置
す
る
主
な
領
事
館
の
全
て
が
開
設
さ
れ
︑
初
代
総
領
事
の
萩
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原
が
主
張
し
て
い
た
よ
う
な
領
事
館
体
制
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

︵

︶

岡
部
は
︑
在
安
東
領
事
の
ま
ま
在
奉
天
総
領
事
代
理
を
兼
務
し
て
い
た
た
め
︑
小
池
が
着
任
し
た
こ
と
に
よ
り
総
領
事
代
理
と
し
て

1の
職
務
を
解
か
れ
︑
小
池
が
着
任
し
た
一
二
月
一
三
日
に
安
東
に
帰
任
し
た
︒
尾
崎
は
︑
吉
田
と
は
明
治
三
九
年
九
月
の
第
一
五
回
外
交

官
領
事
官
試
験
同
期
合
格
︑
ま
た
青
木
新
と
澤
田
節
蔵
は
明
治
四
一
年
九
月
の
第
一
七
回
外
交
官
領
事
官
試
験
の
同
期
合
格
で
︑
有
田
は

そ
の
一
期
後
輩
に
な
る
︒

な
お
︑
有
田
は
︑
小
池
総
領
事
時
代
の
明
治
四
三
年
四
月
五
日
か
ら
五
月
一
四
日
ま
で
︑
ま
た
翌
明
治
四
四
年
六
月
一
六
日
か
ら
八
月

二
日
ま
で
総
領
事
代
理
を
務
め
て
い
る
︒

︵

︶

明
治
四
一
年
七
月
二
八
日
の
時
点
で
は
︑
満
州
に
開
設
さ
れ
て
い
る
領
事
館
︵
分
館
を
含
む
︶
の
数
は
九
公
館
︑
在
勤
す
る
領
事
館

2員
の
実
員
は
合
計
四
四
名
︵
領
事
館
警
察
官
は
除
く
︶
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
︑
明
治
四
四
年
一
月
二
三
日
の
時
点
で
は
︑
領
事
館
の
数

は
一
四
公
館
に
増
え
︑
実
員
も
合
計
六
二
名
と
一
八
名
も
増
え
て
い
る
︒
他
方
︑
外
務
省
員
の
定
員
数
か
ら
み
れ
ば
︑
本
省
定
員
は
︑
明

治
四
一
年
当
時
も
︑
ま
た
明
治
四
四
年
当
時
も
一
〇
一
名
で
変
わ
ら
な
い
が
︑
在
外
定
員
は
︑
明
治
四
一
年
当
時
は
二
八
二
名
で
あ
る
の

に
対
し
て
︑
明
治
四
四
年
当
時
は
三
一
七
名
と
三
五
名
も
増
え
て
お
り
︑
在
外
公
館
の
増
員
の
半
数
が
在
満
領
事
館
に
配
置
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
︒

︵

︶

間
島
地
方
に
お
け
る
最
も
大
き
な
街
は
局
子
街
︵
延
吉
︶
で
あ
る
が
︑
龍
井
村
に
は
韓
国
統
監
府
派
出
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
︑

3
龍
井
村
に
総
領
事
館
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
明
治
四
二
年
一
一
月
二
日
︑
在
間
島
総
領
事
館
の
開
設
と
同
日
︑
局
子
街
に
︑
続

い
て
翌
明
治
四
三
年
二
月
九
日
に
は
頭
道
溝
に
︑
さ
ら
に
同
年
一
二
月
一
一
日
に
は
琿
春
に
在
間
島
総
領
事
館
分
館
が
開
設
し
た
︒
明
治

四
二
年
九
月
八
日
の
閣
議
決
定
で
は
︑
在
間
島
総
領
事
館
の
開
設
に
と
も
な
い
︑
局
子
街
︑
頭
道
溝
お
よ
び
百
草
溝
に
分
館
を
設
置
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
︑
実
際
に
は
百
草
溝
で
は
な
く
琿
春
に
分
館
が
開
設
さ
れ
た
︒
百
草
溝
に
分
館
が
開
設
さ
れ
る
の
は
大
正
一
一
年

一
〇
月
三
日
に
な
る
︒

︵

︶

小
池
の
奉
天
在
勤
中
の
主
な
在
満
領
事
は
︑
在
哈
爾
賓
総
領
事
は
川
上
俊
彦
︒
新
設
の
在
間
島
総
領
事
に
は
永
滝
久
吉
が
着
任
す
る
︒

4
ま
た
新
設
の
在
斉
々
哈
爾
領
事
は
︑
奉
天
か
ら
転
任
し
て
き
た
堺
与
三
吉
副
領
事
が
明
治
四
三
年
九
月
一
〇
日
ま
で
総
領
事
代
理
を
務
め

た
後
︑
明
治
四
四
年
五
月
一
〇
日
︑
後
に
落
合
謙
太
郎
在
奉
天
総
領
事
の
下
で
次
席
を
務
め
る
井
原
真
澄
領
事
が
着
任
す
る
︒
在
吉
林
領
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事
は
第
八
代
在
奉
天
総
領
事
と
な
る
林
久
治
郎
領
事
館
補
が
総
領
事
代
理
で
あ
っ
た
が
︑
同
年
一
二
月
二
日
か
ら
明
治
四
三
年
七
月
二
一

日
ま
で
岩
崎
三
雄
領
事
が
在
勤
し
た
後
︑
同
年
一
〇
月
二
日
に
林
久
治
郎
が
領
事
に
昇
進
し
︑
館
長
と
し
て
再
び
吉
林
に
在
勤
す
る
︒

な
お
︑
在
間
島
総
領
事
館
の
開
館
後
︑
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
ま
で
に
満
州
に
お
い
て
開
設
さ
れ
た
領
事
館
と
し
て
は
︑
大
正
六
年
二

月
二
七
日
に
開
館
す
る
在
赤
峰
領
事
館
︑
大
正
七
年
六
月
一
四
日
に
在
奉
天
総
領
事
館
分
館
か
ら
領
事
館
に
昇
格
す
る
在
鄭
家
屯
領
事
館
︑

大
正
一
一
年
六
月
一
七
日
に
開
館
す
る
在
満
州
里
領
事
館
が
あ
る
︒

㈡

在
満
領
事
館
体
制
と
関
東
都
督

明
治
四
一
年
一
二
月
二
五
日
︑
前
任
の
加
藤
と
同
じ
よ
う
に
︑
小
池
も
関
東
都
督
府
事
務
官
の
兼
任
を
命
じ
ら
れ
た
︵

︶
︒
こ
れ
は
︑

1

明
治
四
一
年
一
月
一
〇
日
の
関
東
都
督
府
官
制
の
改
正
に
よ
り
︑
制
度
上
︑
在
奉
天
総
領
事
は
じ
め
南
満
州
駐
在
の
領
事
︵
館
長
︶

が
都
督
府
事
務
官
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
︒
明
治
三
九
年
八
月
一
日
に
制
定
さ
れ
た
関
東
都
督
府
官
制
で
は
︑
第

五
条
に
お
い
て
︑
都
督
に
清
国
と
の
外
交
交
渉
の
権
限
を
認
め
な
が
ら
も
︑
都
督
に
よ
る
対
清
交
渉
は
外
相
の
監
督
下
に
お
か
れ
て

い
た
た
め
︑
こ
れ
に
不
満
を
も
っ
た
大
島
義
昌
都
督
は
︑
明
治
四
〇
年
五
月
︑
関
東
都
督
が
清
国
地
方
当
局
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
︑

直
接
︑
関
係
の
在
満
領
事
を
指
揮
で
き
る
よ
う
に
︑
在
奉
天
総
領
事
等
の
南
満
州
に
駐
在
す
る
領
事
の
都
督
府
事
務
官
兼
任
を
求
め
︑

都
督
府
官
制
の
改
正
を
要
求
し
た
︒
明
治
四
一
年
一
月
の
関
東
都
督
府
官
制
の
改
正
理
由
の
一
端
は
こ
こ
に
あ
っ
た
が
︑
官
制
改
正

後
に
お
い
て
も
︑
在
満
各
領
事
が
外
相
の
指
揮
下
に
お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
変
わ
ら
ず
︑
大
島
都
督
が
期
待
し
た
よ
う
に
︑
都
督

が
実
際
に
対
清
交
渉
に
関
与
す
る
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め
︑
大
島
都
督
は
︑
翌
明
治
四
一
年
七
月
に
も
︑
改
め
て
都
督
府
官

制
の
改
正
を
要
求
し
た
︒

小
池
が
奉
天
に
着
任
し
た
の
は
︑
大
島
都
督
が
二
度
目
の
関
東
都
督
府
官
制
の
改
正
要
求
を
提
出
し
た
後
で
あ
っ
た
が
︑
翌
明
治

四
二
年
四
月
二
四
日
︑
大
島
都
督
は
小
池
に
対
し
て
︑
満
州
に
お
け
る
日
清
間
の
交
渉
案
件
に
つ
い
て
︑
小
池
が
都
督
に
報
告
す
る

こ
と
な
く
︑
ま
た
都
督
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
︑
直
接
︑
外
相
か
ら
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
交
渉
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
叱
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正
し
︑
交
渉
案
件
に
つ
い
て
は
都
督
に
報
告
し
︑
そ
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
を
強
く
求
め
︑
ま
た
そ
の
こ
と
を
小
村
外
相
に
も
抗
議
し

た
が
︑
小
村
外
相
は
︑
そ
れ
か
ら
一
年
後
の
明
治
四
三
年
三
月
三
一
日
に
な
っ
て
︑
小
池
ほ
か
南
満
州
駐
在
の
各
領
事
に
対
し
て
︑

日
清
間
の
交
渉
案
件
に
つ
い
て
は
都
督
に
も
経
緯
や
顚
末
を
そ
の
都
度
報
告
す
る
こ
と
を
励
行
す
る
よ
う
指
示
す
る
一
方
で
︑
大
島

都
督
に
対
し
て
は
︑
関
東
州
お
よ
び
鉄
道
付
属
地
に
か
か
わ
る
日
清
間
の
交
渉
案
件
は
︑
外
相
か
ら
︑
直
接
︑
都
督
に
通
知
す
る
こ

と
を
回
答
し
て
い
る
︒
こ
こ
に
は
︑
関
東
都
督
が
在
満
各
領
事
を
指
揮
し
て
︑
日
清
間
の
外
交
交
渉
に
関
与
す
る
こ
と
は
一
切
認
め

な
い
と
す
る
小
村
外
相
の
強
い
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
︵

︶
︒

2

こ
の
よ
う
に
在
奉
天
総
領
事
と
関
東
都
督
と
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
後
述
す
る
よ
う
な
安
奉
鉄
道
沿
線
へ
の
警
官

配
置
問
題
な
ど
を
通
じ
て
︑
総
領
事
と
は
い
え
︑
小
池
の
要
望
さ
え
も
が
都
督
府
で
は
軽
ん
じ
ら
れ
︑
小
池
の
所
見
な
ど
に
都
督
府

が
耳
を
傾
け
る
意
思
が
全
く
な
か
っ
た
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
︵

︶
︑
満
鉄
沿
線
の
領
事
が
都
督
府
事
務
官
を
兼
任
す
る
こ
と
の
弊
害
が
明

3

ら
か
に
な
っ
て
き
た
︒
在
奉
天
総
領
事
︑
関
東
都
督
お
よ
び
満
鉄
総
裁
を
指
し
て
﹁
満
州
の
三
頭
政
治
﹂
と
い
わ
れ
て
い
る
が
︑
こ

れ
ら
三
者
は
鼎
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
︑
い
わ
ば
在
奉
天
総
領
事
が
都
督
府
事
務
官
を
兼
任
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
在
奉
天
総
領

事
が
都
督
の
配
下
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
︑
都
督
府
で
は
在
満
領
事
館
を
格
下
に
み
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
か
ら
︑
小
池
と
し
て
は
︑
都
督
府
が
在
満
領
事
館
に
対
す
る
優
越
性
を
占
め
る
中
で
︑
い
か
に
し
て
都
督
の
外
交
交
渉
へ
の
介

入
を
防
ぐ
か
が
︑
大
き
な
課
題
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
こ
の
た
め
︑
関
東
都
督
府
の
改
革
は
︑
小
池
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な

問
題
意
識
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

大
島
都
督
は
︑
明
治
四
三
年
五
月
二
四
日
︑
小
池
を
は
じ
め
都
督
府
事
務
官
を
兼
任
し
て
い
る
南
満
州
駐
在
の
六
名
の
領
事
を
旅

順
に
招
集
し
︑
改
め
て
都
督
の
意
向
に
沿
う
よ
う
強
く
訴
え
た
が
︵

︶
︑
小
池
は
︑
関
東
都
督
府
事
務
官
を
兼
任
し
て
い
る
と
は
い
え
︑

4

外
相
の
指
揮
下
に
あ
る
総
領
事
で
も
あ
り
︑
外
交
交
渉
に
つ
い
て
都
督
の
指
示
に
従
う
よ
う
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
は
強
い
抵
抗
を
感

じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒
こ
こ
に
生
ま
れ
た
在
奉
天
総
領
事
と
関
東
都
督
と
の
間
の
軋
轢
は
︑
満
州
の
統
治
方
法
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
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陸
軍
と
の
対
立
に
発
展
す
る
︒
同
年
六
月
二
二
日
︑
台
湾
︑
樺
太
お
よ
び
関
東
州
に
関
す
る
行
政
の
統
一
の
た
め
に
拓
殖
局
が
設
置

さ
れ
︑
関
東
都
督
の
終
局
的
な
監
督
権
限
は
外
相
か
ら
首
相
に
移
管
さ
れ
た
が
︑
外
交
案
件
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
外
相
の
監
督
を

受
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
︑
在
奉
天
総
領
事
と
関
東
都
督
と
の
間
の
対
立
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

︵

︶

小
池
が
関
東
都
督
府
事
務
官
の
兼
任
を
発
令
さ
れ
た
時
に
は
︑
満
鉄
沿
線
に
駐
在
す
る
岡
部
三
郎
在
安
東
領
事
︑
窪
田
文
三
在
牛
荘

1領
事
︑
松
村
貞
雄
在
長
春
領
事
︑
村
山
正
隆
在
鉄
嶺
領
事
お
よ
び
鈴
木
要
太
郎
在
遼
陽
領
事
の
五
名
も
す
で
に
都
督
府
事
務
官
を
兼
任
し

て
い
た
︒

︵

︶

明
治
四
二
年
四
月
二
四
日
大
島
関
東
都
督
発
小
村
外
相
宛
公
信
機
外
第
二
二
号
ノ
二
︒

2

同
日
大
島
関
東
都
督
発
在
奉
天
萩
原
総
領
事
宛
書
簡
︒

ま
た
同
日
︑
関
東
都
督
府
白
仁
民
政
長
官
は
中
村
是
公
満
鉄
総
裁
に
対
し
て
も
同
趣
旨
の
書
簡
を
発
出
し
て
い
る
︒

明
治
四
三
年
三
月
三
一
日
小
村
外
相
発
大
島
関
東
都
督
宛
公
信
機
密
送
第
二
四
号
︵
以
上
︑
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
外
務
省
記
録

︵
以
下
︑﹁
外
史
﹂
と
略
す
︶
６
・
１
・
１
・
４
│
２
︶︒

︵

︶

明
治
四
二
年
一
〇
月
︑
小
池
は
旅
順
に
都
督
府
警
視
総
長
を
訪
ね
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
に
不
良
本
邦
人
が
出
没
し
︑
ま
た
そ
の
取
締
り

3に
あ
た
る
都
督
府
警
察
の
規
律
も
荒
廃
し
て
い
る
と
し
て
︑
そ
の
取
締
り
に
つ
い
て
善
処
を
要
請
し
た
が
︑
同
警
視
総
長
の
反
応
は
小
池

が
期
待
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
︑
奉
天
に
帰
任
後
︑﹁︵
略
︶
都
督
民
政
官
共
に
不
在
の
折
柄
総
長
の
み
に
て
本
官
希
望
通
断
行
し
得

る
や
否
や
に
付
掛
念
あ
る
に
付
都
督
を
し
て
然
る
べ
く
総
長
に
訓
令
せ
し
む
る
様
御
取
計
い
あ
り
た
し
︵
略
︶﹂
と
︑
小
村
外
相
に
訴
え

て
い
る
︵﹃
外
文
﹄
四
二
│
一
︑
六
一
五
︶
︒

ま
た
同
年
一
二
月
︑
小
池
は
︑
関
東
都
督
府
白
仁
民
政
長
官
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
に
警
察
支
署
を
設
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
所
見
を
伝
え
た
が
︑
同
民
政
長
官
は
︑
そ
れ
に
対
し
て
︑
す
で
に
大
島
都
督
が
決
定
し
︑﹁︵
略
︶
右
は
外
務
大
臣
に
報
告
承

認
を
得
た
り
﹂
と
伝
え
て
き
た
た
め
︑
小
池
は
︑﹁
唯
最
初
本
官
の
意
見
を
徴
せ
ら
れ
た
る
の
無
益
な
り
し
を
遺
憾
と
す
る
の
み
﹂
と
応

じ
︑
そ
れ
を
小
村
外
相
に
報
告
し
て
い
る
︵
﹃
外
文
﹄
四
二
│
一
︑
六
二
九
︶︒

︵

︶

明
治
四
三
年
七
月
二
日
関
東
都
督
府
白
仁
民
政
長
官
発
石
井
外
務
次
官
宛
公
信
第
九
七
号
︵﹁
外
史
﹂
６
・
１
・
１
・
４
│
２
︶︒

4
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三

満
州
懸
案
問
題
の
処
理
︵
１

鉄
道
問
題
︶

㈠

安
奉
鉄
道
改
築
問
題

小
池
が
奉
天
に
着
任
し
た
の
は
︑
日
清
満
州
善
後
条
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
安
奉
鉄
道
改
築
期
限
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
時
で
︑

安
奉
鉄
道
改
築
問
題
は
小
池
が
奉
天
在
勤
中
の
満
州
懸
案
問
題
の
中
で
は
最
も
緊
迫
し
た
交
渉
案
件
で
あ
っ
た
︒
安
奉
鉄
道
は
︑
日

露
戦
争
後
に
露
国
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
満
鉄
本
線
と
は
異
な
り
︑
日
露
戦
争
中
に
日
本
軍
が
兵
站
線
と
し
て
急
造
し
た
軍
用
鉄
道
で
あ

っ
た
か
ら
︑
改
築
工
事
の
実
施
は
︑
軍
用
鉄
道
の
軌
道
を
標
準
軌
に
改
築
す
る
と
い
う
土
木
技
術
上
の
問
題
と
と
も
に
︑
清
国
が
強

く
反
対
す
る
日
本
の
鉄
道
守
備
隊
や
警
官
の
派
遣
な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
︒
日
清
満
州
善
後
条
約
に
お
い
て
︑

安
奉
鉄
道
改
築
期
限
は
明
治
四
一
年
一
二
月
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
が
︑
開
業
当
初
の
満
鉄
で
は
︑
満
鉄
本
線
の
複
線
化
︵
大
連
・
蘇

家
屯
間
︶
工
事
が
優
先
さ
れ
て
い
た
た
め
︑
安
奉
鉄
道
の
改
築
に
つ
い
て
は
何
ら
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
︑
そ
の
改
築
期
限
が
過

ぎ
去
っ
た
︒
改
築
期
限
が
過
ぎ
た
後
︑
日
本
は
︑
明
治
四
二
年
一
月
に
な
っ
て
︑
清
国
に
対
し
て
改
築
の
た
め
の
測
量
技
師
の
派
遣

を
要
請
し
た
が
︑
清
国
は
︑
当
初
︑
改
築
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
は
せ
ず
︑
小
村
外
相
が
︑
総
計

一
八
年
の
租
借
期
間
を
変
更
し
な
い
こ
と
を
確
約
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
改
築
の
た
め
の
日
清
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
︵

︶
︒

1

安
奉
鉄
道
改
築
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
間
の
交
渉
地
は
北
京
で
あ
っ
た
が
︑
交
渉
は
難
航
し
︑
北
京
で
は
安
奉
鉄
道
の
実
情
が
必
ず

し
も
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
︑
明
治
四
二
年
三
月
一
七
日
︑
小
池
は
小
村
外
相
に
対
し
て
︑
交
渉
地
を
北
京
か
ら
奉
天
に

移
す
こ
と
を
進
言
し
た
︵

︶
︒
小
池
と
し
て
は
︑
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
の
交
渉
課
題
は
改
築
工
事
に
か
か
わ
る
技
術
的
な
問
題
で
あ
る
こ

2

と
か
ら
︑
交
渉
地
が
北
京
で
あ
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
︑
加
え
て
︑
徐
世
昌
東
三
省
総
督
は
︑
五
月
一
九
日
に
東
三
省
総
督
を

退
任
し
て
北
京
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
︑
そ
れ
ま
で
に
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
を
解
決
し
た
い
と
の
意
欲
を
み
せ
て
い
た
こ

と
も
︑
小
池
が
︑
奉
天
現
地
で
あ
れ
ば
︑
交
渉
も
ま
と
ま
り
や
す
い
と
考
え
た
理
由
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
実
際
に
は
︑
徐
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が
鉄
道
守
備
隊
問
題
お
よ
び
警
察
官
配
備
問
題
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
解
決
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
た
め
︑
奉
天
に
お
け
る
交
渉

も
膠
着
状
態
に
陥
り
︑
徐
は
︑
改
築
工
事
に
関
す
る
具
体
的
な
交
渉
に
入
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
︑
奉
天
か
ら
離
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
︒

小
村
外
相
と
し
て
も
︑
清
国
が
あ
く
ま
で
改
築
工
事
の
た
め
の
技
術
的
な
問
題
に
︑
守
備
隊
問
題
な
ど
の
そ
の
他
の
問
題
を
あ
わ

せ
て
交
渉
議
題
と
す
る
よ
う
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
改
築
工
事
を
強
行
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て
い
た
が
︑
五
月
一

八
日
︑
徐
が
奉
天
か
ら
離
任
す
る
前
日
︑
小
池
は
小
村
外
相
に
対
し
て
︑
事
態
の
打
開
の
た
め
に
は
工
事
の
開
始
を
強
行
す
る
こ
と

も
止
む
を
得
な
い
と
す
る
意
見
具
申
を
行
っ
た
︒
小
池
と
し
て
は
︑
東
三
省
総
督
に
錫
良
新
総
督
が
着
任
す
る
機
会
に
局
面
を
打
開

し
た
い
と
考
え
︑
そ
の
た
め
に
は
︑
清
国
に
対
し
て
改
築
工
事
の
着
工
を
強
行
す
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
強
い
態
度
を
示
す
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
た
︒
六
月
二
四
日
︑
東
三
省
当
局
は
︑
安
奉
鉄
道
は
満
鉄
本
線
か
ら
は
独
立
し
て
お
り
︑
満
鉄
本
線
の
支
線
と
は
認

め
ら
れ
ず
︑
ま
た
日
清
満
州
善
後
条
約
は
安
奉
鉄
道
の
経
路
変
更
を
認
め
て
い
な
い
と
い
っ
た
従
来
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
た
め
︑

小
池
は
︑
そ
れ
は
安
奉
鉄
道
の
標
準
軌
へ
の
改
築
す
ら
拒
む
も
の
と
言
下
に
一
蹴
し
︑
二
八
日
︑
小
村
外
相
に
対
し
て
︑
清
国
の
対

応
に
よ
っ
て
改
築
工
事
が
遅
れ
た
年
月
は
︑
そ
の
分
だ
け
安
奉
鉄
道
の
租
借
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
の
強
い
態
度
を
示
す
こ
と
も
必

要
と
し
て
︑
重
ね
て
改
築
工
事
の
断
行
を
進
言
し
た
︵

︶
︒

3

軍
用
軽
便
鉄
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
安
奉
鉄
道
は
︑
本
渓
湖
か
ら
渾
河
を
渡
河
し
て
奉
天
の
南
︑
南
奉
天
停
車
場
に
い
た
っ
て
い

た
が
︑
満
鉄
で
は
︑
渾
河
架
橋
工
事
に
は
技
術
的
な
困
難
が
予
想
さ
れ
た
た
め
︑
渾
河
の
南
の
陳
相
か
ら
満
鉄
本
線
の
蘇
家
屯
に
向

か
い
︑
そ
の
後
は
満
鉄
本
線
に
よ
り
奉
天
ま
で
進
む
経
路
を
検
討
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
清
国
と
し
て
は
︑
蘇
家
屯
経
由
と
な
れ
ば
︑

安
奉
鉄
道
の
租
借
期
限
が
き
て
も
︑
安
奉
鉄
道
全
線
の
う
ち
蘇
家
屯
・
奉
天
間
は
引
き
渡
し
の
対
象
に
は
な
ら
な
く
な
る
こ
と
か
ら
︑

経
路
の
変
更
に
は
中
々
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
︒
こ
の
た
め
小
村
外
相
は
︑
日
清
間
に
基
本
的
な
対
立
の
な
い
安
東
・
陳
相
間

に
つ
い
て
だ
け
で
も
改
築
工
事
を
開
始
し
た
い
と
考
え
た
が
︑
清
国
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
︑
こ
の
た
め
小
村
外
相
は
改
築
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工
事
の
強
行
を
決
断
し
︑
八
月
六
日
︑
伊
集
院
公
使
か
ら
改
築
工
事
の
断
行
を
清
国
に
通
告
し
た
︒

日
本
が
清
国
に
対
し
て
安
奉
鉄
道
改
築
工
事
の
断
行
を
通
告
し
た
翌
七
日
︑
満
鉄
が
安
東
・
陳
相
間
の
標
準
軌
へ
の
改
築
工
事
に

着
手
し
た
た
め
︑
清
国
は
日
本
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
表
明
す
る
が
︑
一
方
︑
奉
天
で
は
︑
八
月
九
日
︑
錫
総
督
が
小
池
に

交
渉
の
継
続
を
要
請
し
︑
一
一
日
に
は
︑
標
準
軌
へ
の
改
築
と
土
木
技
術
的
な
理
由
に
よ
る
経
路
の
変
更
に
は
応
じ
る
用
意
が
あ
る

と
し
て
︑
直
ち
に
工
事
を
中
止
す
る
よ
う
要
望
し
て
き
た
︵

︶
︒
一
二
日
︑
小
村
外
相
は
工
事
の
中
止
に
は
同
意
し
な
か
っ
た
が
︑
清
国

4

が
︑
日
本
の
要
求
す
る
よ
う
に
︑
安
東
・
陳
相
間
の
改
築
工
事
に
同
意
し
た
た
め
︑
八
月
一
九
日
︑
奉
天
に
お
い
て
︑
小
池
は
︑
陳

相
・
奉
天
間
の
経
路
に
つ
い
て
は
後
日
の
協
議
に
委
ね
る
こ
と
と
し
︑
安
奉
鉄
道
改
築
覚
書
に
署
名
し
た
︒

し
か
し
︑
陳
相
・
奉
天
間
の
改
築
工
事
に
つ
い
て
は
︑
小
池
も
︑
清
国
が
強
く
反
対
し
て
い
る
守
備
隊
お
よ
び
警
官
派
遣
問
題
な

ど
に
つ
い
て
︑
日
本
が
全
く
譲
歩
し
な
い
ま
ま
で
は
︑
交
渉
が
妥
結
す
る
可
能
性
は
少
な
い
と
み
て
︑
小
村
外
相
に
対
し
て
︑
安
奉

鉄
道
沿
線
に
出
没
す
る
馬
賊
の
取
締
り
に
は
︑
日
本
が
配
備
す
る
鉄
道
守
備
隊
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
と
予
想
さ
れ
る
と
し
て
︑

鉄
道
守
備
に
つ
い
て
は
清
国
に
委
ね
る
と
と
も
に
︑
交
渉
の
遅
れ
に
よ
っ
て
︑
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
と
陳
相
・
奉
天
間
の
経
路
問

題
と
が
取
引
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
︑
交
渉
の
早
期
再
開
を
進
言
し
た
が
︑
小
村
外
相
は
こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
︵

︶
︒

5

一
〇
月
二
六
日
に
哈
爾
賓
駅
構
内
で
伊
藤
前
韓
国
統
監
が
射
殺
さ
れ
た
た
め
︑
小
村
外
相
か
ら
事
件
の
背
景
調
査
を
命
じ
ら
れ
︑

奉
天
に
出
張
し
て
き
た
倉
知
政
務
局
長
に
も
︑
小
池
は
安
奉
鉄
道
問
題
の
早
期
解
決
を
訴
え
た
が
︑
結
局
︑
明
治
四
二
年
中
に
交
渉

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
こ
の
た
め
︑
翌
明
治
四
三
年
一
月
六
日
︑
錫
総
督
か
ら
交
渉
再
開
の
督
促
を
受
け
た
小
池
は
︑

奉
天
現
地
の
事
情
を
直
接
本
省
幹
部
に
説
明
す
る
こ
と
を
決
意
し
︑
一
時
帰
国
を
願
い
出
た
が
︑
小
村
外
相
は
︑
前
年
一
二
月
一
八

日
に
︑
駐
日
米
国
大
使
よ
り
︑
満
州
鉄
道
中
立
化
案
が
提
議
さ
れ
た
た
め
︑
そ
の
成
り
行
き
を
見
ま
も
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
し

て
︑
安
奉
鉄
道
に
関
す
る
未
解
決
問
題
の
交
渉
の
再
開
に
は
応
じ
ず
︑
小
池
の
一
時
帰
国
に
つ
い
て
も
見
合
わ
せ
る
よ
う
指
示
し
て

き
た
︵

︶
︒

6
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こ
う
し
て
安
奉
鉄
道
陳
相
・
奉
天
間
の
経
路
問
題
は
︑
結
局
︑
小
池
の
奉
天
在
勤
中
に
交
渉
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

明
治
四
四
年
一
一
月
一
日
︑
安
東
・
陳
相
間
の
改
築
工
事
が
完
了
し
︑
陳
相
・
奉
天
間
に
つ
い
て
は
︑
撫
順
支
線
を
経
由
し
て
︑
渾

河
に
お
い
て
満
鉄
本
線
と
接
続
す
る
仮
設
線
路
を
使
用
し
な
が
ら
︑
安
東
・
奉
天
間
の
全
区
間
で
標
準
軌
に
よ
る
列
車
の
運
行
が
開

始
さ
れ
た
︒
小
池
が
奉
天
を
離
任
す
る
二
週
間
前
の
こ
と
で
あ
る
︒
蘇
家
屯
経
由
に
よ
る
陳
相
・
奉
天
間
の
経
路
に
つ
い
て
︑
日
清

間
に
お
い
て
合
意
に
達
す
る
の
は
辛
亥
革
命
後
の
大
正
七
年
︑
ま
た
同
区
間
の
改
築
工
事
が
竣
工
す
る
の
は
大
正
八
年
に
な
る
︒

︵

︶

安
奉
鉄
道
改
築
問
題
な
ど
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
に
つ
い
て
は
︑
拙
著
﹃
東
ア
ジ
ア
鉄
道
国
際
関
係
史
﹄︵
平
成
元
年
︑
慶
應
通
信
︶

1を
参
照
さ
れ
た
い
︒

︵

︶

明
治
四
二
年
三
月
一
七
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
一
七
号
︵﹃
外
文
﹄
四
二
│
一
︑
五
六
三
︶︒

2
︵

︶

明
治
四
二
年
四
月
二
〇
日
小
村
外
相
発
在
奉
天
小
池
総
領
事
宛
公
信
機
密
送
第
二
三
号
︒

3

同
年
五
月
一
八
日
︑
六
月
二
四
日
︑
同
二
八
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
四
七
号
︑
同
第
七
二
号
︑
同
第
七
七
号

︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
二
│
一
︑
三
二
三
︑
五
七
一
︑
五
七
五
お
よ
び
五
七
八
︶︒

︵

︶

明
治
四
二
年
八
月
九
日
︑
同
一
一
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
一
一
〇
号
︑
同
第
一
一
二
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄

4
四
二
│
一
︑
五
九
三
お
よ
び
五
九
六
︶
︒

︵

︶

明
治
四
二
年
一
〇
月
二
五
日
︑
二
九
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
公
信
機
密
公
第
九
〇
号
︑
同
第
九
一
号
︵
以
上
︑﹃
外

5文
﹄
四
二
│
一
︑
六
一
六
お
よ
び
六
一
七
︶
︒

︵

︶

明
治
四
二
年
一
一
月
三
〇
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
公
信
機
密
公
第
一
〇
一
号
︒

6

明
治
四
三
年
一
月
六
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
四
号
︒

同
一
〇
日
小
村
外
相
発
在
奉
天
小
池
総
領
事
宛
電
報
第
二
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
三
│
一
︑
六
二
四
︑
三
七
〇
お
よ
び
三
七
一
︶︒
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㈡

京
奉
鉄
道
延
長
問
題

日
本
が
日
露
戦
争
中
に
急
造
し
た
新
奉
鉄
道
︵
奉
天
・
新
民
屯
間
︶
は
京
奉
鉄
道
︵
北
京
・
天
津
・
山
海
関
・
奉
天
間
︶
の
最
終
区

間
に
あ
た
り
︑
そ
の
敷
設
優
先
権
は
す
で
に
英
国
が
獲
得
し
て
い
た
︒
新
奉
鉄
道
は
明
治
四
〇
年
四
月
一
五
日
に
成
立
し
た
新
奉
鉄

道
お
よ
び
吉
長
鉄
道
︵
吉
林
・
長
春
間
︶
に
関
す
る
協
約
に
よ
り
︑
一
六
六
万
円
で
日
本
か
ら
清
国
に
売
却
さ
れ
た
後
︑
清
国
が
標

準
軌
に
改
築
す
る
仮
工
事
を
実
施
し
︑
同
年
六
月
二
九
日
か
ら
︑
満
鉄
本
線
奉
天
停
車
場
の
西
方
に
設
置
し
た
瀋
陽
停
車
場
︵
後
の

皇
古
屯
停
車
場
︶
を
京
奉
鉄
道
の
終
着
駅
と
し
て
︑
北
京
・
奉
天
間
の
運
行
を
開
始
し
た
︒
し
か
し
︑
奉
天
市
街
は
満
鉄
本
線
の
東

側
に
位
置
し
て
い
た
た
め
︑
清
国
と
し
て
は
︑
京
奉
鉄
道
の
終
着
駅
を
奉
天
市
街
か
ら
至
近
の
と
こ
ろ
と
す
る
た
め
︑
同
鉄
道
を
瀋

陽
停
車
場
か
ら
満
鉄
本
線
を
横
断
し
て
奉
天
市
街
に
ま
で
延
長
し
た
い
と
希
望
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
日
本
は
︑
日
清
満
州
善
後
条

約
付
属
取
極
第
三
条
に
よ
り
︑
満
鉄
平
行
線
と
と
も
に
満
鉄
の
利
益
を
損
ね
る
鉄
道
建
設
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
︑
清
国
が
要
求

す
る
延
長
線
の
建
設
に
は
同
意
せ
ず
︑
逆
に
満
鉄
は
︑
京
奉
鉄
道
を
奉
天
停
車
場
に
お
い
て
満
鉄
本
線
と
接
続
す
る
た
め
︑
瀋
陽
停

車
場
と
奉
天
停
車
場
を
結
ぶ
接
続
線
の
建
設
を
要
求
し
て
い
た
︒

明
治
四
一
年
一
一
月
一
二
日
︑
小
池
が
奉
天
に
着
任
す
る
前
日
に
成
立
し
た
新
奉
鉄
道
お
よ
び
吉
長
鉄
道
に
関
す
る
続
約
に
よ
り
︑

日
本
は
新
奉
鉄
道
の
遼
河
以
東
の
改
築
資
金
三
二
万
円
を
借
款
と
し
て
供
与
し
︑
英
国
の
技
術
支
援
を
受
け
た
清
国
が
︑
遼
河
の
架

橋
と
と
も
に
︑
新
奉
鉄
道
を
標
準
軌
に
改
築
す
る
本
工
事
を
実
施
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
北
京
・
奉
天
間
に
直
通
列
車
を
運
行
す
る
た

め
に
も
︑
清
国
に
と
っ
て
︑
京
奉
鉄
道
延
長
線
の
建
設
は
不
可
欠
と
な
っ
た
︒
こ
の
た
め
明
治
四
二
年
九
月
四
日
に
調
印
さ
れ
た
満

州
五
案
件
協
約
第
五
条
で
は
︑
日
本
は
京
奉
鉄
道
の
満
鉄
本
線
の
横
断
と
奉
天
市
街
へ
の
延
長
に
同
意
せ
ざ
る
を
え
ず
︑
技
術
的
な

問
題
に
つ
い
て
は
奉
天
現
地
に
お
い
て
協
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
︑
清
国
は
す
で
に
接
続
線
の
建
設
に
つ
い
て
は
︑
満
鉄
の
要
求

ど
お
り
に
建
設
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
お
り
︑
交
渉
の
焦
点
は
︑
清
国
の
主
張
す
る
京
奉
鉄
道
延
長
線
と
満
鉄
が
要
求
す
る
満
鉄
本

線
奉
天
停
車
場
か
ら
満
鉄
本
線
を
横
断
し
て
奉
天
市
街
に
い
た
る
連
絡
線
の
い
ず
れ
を
建
設
す
る
か
に
あ
っ
た
︒

法学研究 84 巻 3 号（2011：3）

42



奉
天
に
お
け
る
交
渉
は
︑
翌
明
治
四
三
年
一
月
一
〇
日
か
ら
清
国
鉄
路
公
司
と
満
鉄
と
の
間
で
始
ま
っ
た
が
︑
日
清
間
の
対
立
は

解
消
し
て
お
ら
ず
︑
一
三
日
︑
小
池
は
︑
小
村
外
相
に
対
し
て
︑
接
続
線
を
早
期
に
建
設
す
る
た
め
に
は
︑
と
り
あ
え
ず
は
清
国
の

要
求
す
る
と
お
り
︑
延
長
線
の
建
設
の
み
だ
け
で
も
合
意
し
た
い
と
の
意
見
具
申
を
行
っ
た
が
︑
小
村
外
相
は
あ
く
ま
で
満
鉄
が
要

求
す
る
連
絡
線
に
つ
い
て
も
︑
将
来
の
建
設
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
文
書
に
て
確
認
す
る
こ
と
を
命
じ
た
︵

︶
︒
し
か
し
︑
延
長
線
の
建
設

1

は
︑
清
国
が
要
求
す
る
よ
う
に
不
可
避
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑
連
絡
線
の
建
設
は
︑
満
鉄
本
線
を
奉
天
市
街
に
延
長
す
る
に
も
等
し

く
︑
清
国
の
了
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
︑
小
池
は
︑
二
六
日
︑
連
絡
線
の
建
設
に
つ
い
て
は
︑
清
国
中

央
政
府
が
妥
協
し
な
い
限
り
︑
合
意
に
達
す
る
見
込
み
は
な
い
と
し
て
︑
連
絡
線
の
建
設
は
後
日
の
課
題
と
し
︑
と
り
あ
え
ず
は
延

長
線
の
建
設
だ
け
で
も
合
意
し
た
い
と
の
所
見
を
小
村
外
相
に
伝
え
た
が
︑
小
村
外
相
は
︑
二
月
三
日
︑
調
印
を
急
ぐ
必
要
を
認
め

ず
︑
連
絡
線
に
つ
い
て
も
延
長
線
と
同
時
に
決
着
さ
せ
る
こ
と
と
し
︑
交
渉
を
再
び
北
京
に
戻
す
こ
と
を
命
じ
た
︵

︶
︒

2

か
く
し
て
交
渉
は
再
び
北
京
に
戻
っ
た
も
の
の
︑
交
渉
が
膠
着
状
態
に
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
︑
明
治
四
三
年
中
は
日
清
交

渉
は
何
も
進
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
明
治
四
四
年
に
な
っ
て
も
北
京
に
お
け
る
交
渉
は
進
展
せ
ず
︑
満
鉄
奉
天
停
車
場
を
通
過

す
る
必
要
の
な
い
特
別
列
車
や
貨
物
な
ど
を
除
い
て
︑
旅
客
列
車
は
奉
天
停
車
場
を
経
由
す
る
と
い
っ
た
妥
協
点
も
探
ら
れ
た
が
︑

合
意
に
い
た
ら
ず
︑
ま
た
鴨
緑
江
架
橋
工
事
と
安
奉
鉄
道
の
安
東
・
陳
相
間
の
改
築
工
事
の
竣
工
も
近
づ
い
て
き
た
た
め
︑
延
長
問

題
に
つ
い
て
も
早
急
に
決
着
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
一
方
︑
小
池
は
︑
東
三
省
当
局
が
︑
土
木
技
術
上
の
観
点
か
ら
︑

満
鉄
の
希
望
す
る
連
絡
線
の
建
設
に
同
意
し
て
も
よ
い
と
考
え
始
め
て
い
る
と
の
情
報
を
入
手
し
︑
六
月
一
〇
日
︑
小
村
外
相
に
対

し
て
︑
交
渉
地
を
再
び
奉
天
に
戻
す
こ
と
を
進
言
し
︑
小
村
外
相
は
︑
同
一
六
日
︑
交
渉
地
を
再
び
奉
天
と
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
︵

︶
︒

3

七
月
四
日
か
ら
小
池
が
一
時
帰
国
し
た
た
め
︑
小
池
に
代
わ
っ
て
東
三
省
当
局
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
の
は
総
領
事
代
理
と
な
っ

た
有
田
で
あ
っ
た
︒
同
七
日
︑
清
国
は
︑
満
鉄
本
線
と
京
奉
鉄
道
延
長
線
と
の
交
差
に
つ
い
て
︑
当
初
は
︑
京
奉
鉄
道
延
長
線
が
既

設
の
満
鉄
本
線
の
上
を
跨
ぐ
計
画
で
あ
っ
た
が
︑
そ
の
場
合
に
は
︑
延
長
線
の
勾
配
が
急
に
な
る
こ
と
か
ら
︑
逆
に
︑
満
鉄
本
線
を
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築
土
に
よ
り
高
架
と
し
︑
満
鉄
本
線
が
新
設
の
延
長
線
の
上
を
跨
ぐ
よ
う
な
計
画
に
変
更
で
き
れ
ば
︑
満
鉄
が
要
求
す
る
連
絡
線
の

建
設
を
認
め
る
用
意
が
あ
る
と
提
案
し
て
き
た
︒
満
鉄
本
線
の
運
行
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
︑
満
鉄
は
交
渉
の
中
断
を
求
め
︑

社
内
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
が
︑
中
村
是
公
満
鉄
総
裁
が
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
た
め
︑
満
鉄
社
内
の
協
議
は
進
ま
ず
︑
交
渉
の

再
開
は
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︵

︶
︒

4

八
月
二
日
に
奉
天
に
帰
任
し
た
小
池
は
︑
八
月
四
日
︑
満
鉄
に
対
し
て
︑
協
議
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
と
し
て
︑
早
急
な

交
渉
の
再
開
を
求
め
た
た
め
︑
交
渉
は
八
月
二
一
日
か
ら
再
開
さ
れ
︑
同
二
四
日
︑
接
続
線
と
と
も
に
︑
日
清
両
国
双
方
が
主
張
し

て
い
た
延
長
線
と
連
絡
線
の
両
方
を
建
設
す
る
こ
と
︑
京
奉
鉄
道
と
満
鉄
の
横
断
は
満
鉄
本
線
の
下
を
京
奉
鉄
道
が
通
過
す
る
こ
と
︑

ま
た
満
鉄
と
の
連
絡
を
要
し
な
い
特
別
列
車
な
ど
を
除
い
て
︑
急
行
列
車
等
の
旅
客
列
車
は
︑
満
鉄
と
の
連
絡
の
た
め
奉
天
停
車
場

経
由
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
︑
小
池
は
︑
九
月
二
日
︑
京
奉
鉄
道
延
長
協
約
に
署
名
し
た
︵

︶
︒

5

︵

︶

明
治
四
三
年
一
月
一
〇
日
︑
一
三
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
八
号
︑
同
第
九
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
三
│
一
︑

1
四
〇
一
お
よ
び
四
〇
二
︶︒

︵

︶

明
治
四
三
年
一
月
一
六
日
︑
一
九
日
︑
二
六
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
一
二
号
︑
同
第
一
七
号
︑
同
第
二
〇
号
︒

2

同
一
八
日
小
村
外
相
発
小
池
在
奉
天
総
領
事
宛
電
報
第
六
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
三
│
一
︑
四
〇
三
︑
四
〇
四
︑
四
〇
五
お
よ
び
四

〇
七
︶
︒

︵

︶

明
治
四
四
年
六
月
一
〇
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
二
二
三
号
︒

3

同
一
六
日
小
村
外
相
発
在
奉
天
小
池
総
領
事
宛
電
報
第
一
一
二
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
四
│
二
︑
四
三
四
お
よ
び
四
三
八
︶︒

︵

︶

明
治
四
四
年
七
月
七
日
︑
一
三
日
在
奉
天
有
田
総
領
事
代
理
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
二
四
三
号
︑
同
第
二
四
八
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄

4
四
四
│
二
︑
四
四
二
お
よ
び
四
四
三
︶
︒

︵

︶

明
治
四
四
年
八
月
四
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
初
小
村
外
相
発
宛
電
報
第
二
六
二
号
︵﹃
外
文
﹄
四
四
│
二
︑
四
四
六
︶︒

5

な
お
︑
昭
和
三
年
六
月
四
日
︑
関
東
軍
河
本
大
作
大
佐
が
︑
北
京
よ
り
奉
天
に
帰
還
す
る
張
作
霖
の
乗
る
特
別
列
車
を
爆
破
す
る
の
は
︑
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こ
の
満
鉄
陸
橋
の
下
で
あ
る
︒

㈢

満
韓
直
通
列
車
運
行
問
題

明
治
四
四
年
七
月
二
一
日
︑
奉
天
で
は
京
奉
鉄
道
延
長
問
題
に
関
す
る
交
渉
が
中
断
し
て
い
る
頃
︑
小
村
外
相
は
︑
一
時
帰
国
中

の
小
池
に
対
し
て
︑
奉
天
帰
任
後
に
は
︑
満
韓
直
通
列
車
の
運
行
に
つ
い
て
清
国
側
と
の
協
議
に
入
る
よ
う
命
じ
た
︒
八
月
二
日
︑

小
池
が
奉
天
に
帰
任
し
た
日
︑
初
代
の
満
鉄
総
裁
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
鉄
道
院
総
裁
お
よ
び
寺
内
朝
鮮
総
督
か
ら
小
村
外
相
に
宛
て
︑

翌
明
治
四
五
年
春
を
目
途
に
︑
釜
山
・
奉
天
間
︵
釜
山
・
京
城
間
は
京
釜
鉄
道
︑
京
城
・
平
壌
・
新
義
州
間
は
京
義
鉄
道
︑
鴨
緑
江
を
鉄

橋
で
渡
っ
た
後
︑
安
東
・
奉
天
間
は
安
奉
鉄
道
︶
の
直
通
列
車
の
運
転
を
開
始
し
︑
将
来
的
に
は
︑
満
鉄
本
線
と
京
奉
鉄
道
と
の
間
で

も
直
通
列
車
を
運
行
し
た
い
と
の
計
画
が
報
告
さ
れ
た
た
め
︑
八
月
二
九
日
︑
第
二
次
西
園
寺
内
閣
が
総
辞
職
す
る
前
日
︑
小
村
外

相
は
小
池
に
対
し
て
︑
満
韓
直
通
列
車
の
運
行
に
関
す
る
交
渉
の
開
始
を
命
じ
た
︵

︶
︒

1

小
池
は
︑
九
月
二
日
に
京
奉
鉄
道
延
長
協
約
に
調
印
し
た
後
︑
直
ち
に
直
通
列
車
運
行
に
関
す
る
交
渉
に
入
り
た
い
と
考
え
︑
同

七
日
︑
東
三
省
当
局
に
交
渉
の
開
始
を
申
し
入
れ
た
が
︑
東
三
省
当
局
は
︑
同
交
渉
に
つ
い
て
は
清
国
中
央
政
府
の
許
可
が
必
要
と

述
べ
た
き
り
︑
九
月
末
に
な
っ
て
も
何
の
音
沙
汰
も
な
か
っ
た
︒
九
月
二
六
日
に
は
︑
第
三
次
桂
内
閣
林
董
兼
任
外
相
は
︑
小
池
に

対
し
て
︑
一
一
月
初
め
に
は
安
奉
鉄
道
改
築
工
事
が
︑
ま
た
一
〇
月
中
に
は
︑
前
年
明
治
四
三
年
四
月
四
日
に
日
清
間
に
成
立
し
た

覚
書
に
基
づ
く
鴨
緑
江
架
橋
工
事
も
竣
工
す
る
見
込
み
を
伝
え
︑
直
通
列
車
運
行
に
関
す
る
交
渉
を
急
ぐ
よ
う
指
示
し
た
が
︑
揚
子

江
流
域
で
は
︑
す
で
に
辛
亥
革
命
の
前
兆
と
も
い
う
べ
き
暴
動
が
起
こ
っ
て
お
り
︑
清
国
中
央
政
府
の
対
応
は
遅
れ
て
い
た
︵

︶
︒

2

前
年
明
治
四
三
年
八
月
二
二
日
の
日
韓
条
約
で
韓
国
が
日
本
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
︑
鴨
緑
江
は
日
清
間
の
国
境
と
な
っ
て

い
た
た
め
︑
清
国
が
︑
東
清
鉄
道
に
よ
り
露
清
国
境
︵
満
州
西
端
の
満
州
里
お
よ
び
東
端
の
綏
芬
河
︶
を
通
過
す
る
貨
物
に
は
︑
関
税

率
三
分
の
一
の
割
引
を
東
清
鉄
道
会
社
に
認
め
て
き
た
よ
う
に
︑
日
本
は
︑
満
韓
連
絡
鉄
道
に
よ
っ
て
日
清
国
境
を
通
過
す
る
貨
物
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に
つ
い
て
も
︑
同
様
の
関
税
軽
減
措
置
が
援
用
さ
れ
る
よ
う
要
求
し
て
い
た
︒
満
韓
連
絡
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
の
焦
点
は
こ
の

関
税
軽
減
問
題
に
あ
っ
た
が
︑
北
京
に
お
け
る
関
税
率
を
め
ぐ
る
交
渉
は
難
航
し
た
た
め
︑
朝
鮮
総
督
府
で
は
︑
交
渉
が
一
〇
月
三

一
日
ま
で
に
妥
結
し
な
い
場
合
で
も
︑
一
一
月
一
日
か
ら
満
韓
直
通
列
車
の
運
行
を
開
始
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
も
の
の
︑
時
間

切
れ
と
な
り
︑
内
田
康
哉
外
相
は
︑
関
税
軽
減
措
置
の
援
用
は
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
︵

︶
︒
し
か
し
︑
無
条
約
状
態
で
満

3

韓
直
通
列
車
の
運
行
を
開
始
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
︑
一
〇
月
三
一
日
深
夜
︑
小
池
は
︑
東
三
省
当
局
と
の
間
で
と
り
あ
え
ず
日
清

両
国
が
合
意
し
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
だ
け
は
仮
調
印
を
済
ま
せ
た
︵

︶
︒

4

ま
た
関
税
率
軽
減
問
題
と
と
も
に
︑
日
本
は
︑
京
義
鉄
道
か
ら
安
奉
鉄
道
に
入
っ
た
直
通
列
車
の
奉
天
以
遠
へ
の
乗
り
入
れ
を
認

め
る
よ
う
要
求
し
︑
こ
れ
は
小
池
が
奉
天
に
お
い
て
東
三
省
当
局
と
の
間
で
交
渉
を
行
っ
て
い
た
︒
一
〇
月
二
二
日
に
帰
朝
発
令
を

受
け
た
小
池
に
と
っ
て
︑
こ
れ
は
在
奉
天
総
領
事
と
し
て
東
三
省
当
局
と
交
渉
す
る
最
後
の
案
件
で
あ
っ
た
︒
東
三
省
当
局
は
︑
当

初
︑
京
義
鉄
道
か
ら
安
奉
鉄
道
に
入
っ
た
列
車
が
︑
直
接
︑
京
奉
鉄
道
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
︑
奉
天
以
遠
へ
の
乗
り
入
れ

を
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
︑
最
終
的
に
は
満
鉄
営
業
線
内
ま
で
の
乗
り
入
れ
を
認
め
た
た
め
︑
一
一
月
二
日
︑
小
池
は
︑
鴨

緑
江
列
車
直
通
に
関
す
る
日
清
協
約
に
署
名
し
た
︒
小
池
が
奉
天
を
離
任
す
る
一
〇
日
あ
ま
り
前
の
こ
と
で
あ
る
︵

︶
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

5

鴨
緑
江
架
橋
の
竣
工
と
も
あ
い
ま
っ
て
︑
釜
山
か
ら
奉
天
に
い
た
る
直
通
列
車
が
︑
奉
天
か
ら
さ
ら
に
北
京
に
ま
で
乗
り
入
れ
る
ま

で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
︑
日
本
は
︑
朝
鮮
半
島
南
端
の
釜
山
か
ら
奉
天
ま
で
の
直
通
列
車
を
運
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
︒

︵

︶

明
治
四
四
年
七
月
一
九
日
小
村
外
相
発
駐
清
国
伊
集
院
公
使
宛
電
報
第
一
六
五
号
︒

1

同
二
一
日
小
村
外
相
発
在
奉
天
小
池
総
領
事
︵
滞
京
中
︶
宛
公
信
機
密
送
号
外
︒

同
年
八
月
二
日
後
藤
満
鉄
総
裁
︑
寺
内
朝
鮮
総
督
︵
連
名
︶
発
小
村
外
相
宛
公
信
秘
第
八
号
︒
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同
月
二
九
日
小
村
外
相
発
在
奉
天
小
池
総
領
事
宛
公
信
機
密
送
第
三
六
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
四
│
二
︑
四
六
〇
︑
四
六
一
︑
四
六

三
お
よ
び
四
六
四
︶︒

︵

︶

明
治
四
四
年
九
月
四
日
︑
一
一
日
︑
二
七
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
林
兼
任
外
相
宛
電
報
第
二
八
三
号
︑
同
第
二
八
九
号
︑
同
第
二

2九
九
号
︒

同
年
一
〇
月
三
日
駐
清
国
伊
集
院
公
使
発
林
兼
任
外
相
宛
公
信
機
密
第
一
二
四
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
四
│
二
︑
四
六
六
︑
四
六
九
︑

四
七
一
お
よ
び
四
七
二
︶︒

︵

︶

明
治
四
四
年
一
〇
月
二
四
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
内
田
外
相
宛
電
報
第
三
三
九
号
︒

3

同
月
二
五
日
内
田
外
相
発
在
奉
天
小
池
総
領
事
宛
電
報
第
一
八
一
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
四
│
二
︑
四
九
九
お
よ
び
五
〇
五
︶︒

︵

︶

明
治
四
四
年
一
〇
月
三
一
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
内
田
外
相
宛
電
報
第
三
六
〇
号
︑
同
第
三
六
一
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
四
│

4二
︑
五
二
九
お
よ
び
別
電
︶
︒

︵

︶

明
治
四
四
年
一
一
月
二
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
内
田
外
相
宛
公
信
機
密
公
第
九
七
号
︵﹃
外
文
﹄
四
四
│
二
︑
五
三
五
︶︒

5

四

満
州
懸
案
問
題
の
処
理
︵
２

安
奉
鉄
道
警
備
問
題
︶

安
奉
鉄
道
改
築
工
事
が
進
捗
す
る
一
方
で
︑
安
奉
鉄
道
に
か
か
わ
る
鉄
道
付
属
地
や
日
本
の
鉄
道
守
備
隊
の
派
遣
と
い
っ
た
基
本

的
な
問
題
は
︑
何
ら
解
決
を
見
る
に
い
た
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
︑
改
築
工
事
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
︑
安
奉
鉄
道
の
各
停
車
場
に

お
け
る
警
察
官
の
配
置
問
題
が
改
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
安
奉
鉄
道
に
は
︑
満
鉄
本
線
の
よ
う
な

鉄
道
付
属
地
は
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
清
国
は
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
に
満
鉄
本
線
と
同
じ
よ
う
な
鉄
道
付
属
地
を
設
定
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
︑
日
本
が
鉄
道
守
備
隊
を
派
遣
し
た
り
警
察
官
を
配
置
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
強
く
反
対
し
て
い
た
︒
す
で
に
萩
原

総
領
事
時
代
の
明
治
四
〇
年
四
月
︑
安
奉
鉄
道
の
主
要
駅
で
あ
る
本
渓
湖
に
都
督
府
奉
天
警
察
署
が
出
張
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
︑

都
督
府
が
鉄
道
守
備
隊
を
派
遣
し
た
こ
と
に
つ
い
て
︑
趙
奉
天
総
督
は
︑
警
察
権
は
清
国
の
行
政
権
に
属
し
て
お
り
︑
日
本
に
は
警

在奉天総領事 小池張造

47



察
関
係
機
関
を
設
置
す
る
権
限
は
な
い
と
し
て
︑
吉
田
茂
総
領
事
代
理
に
強
く
抗
議
す
る
と
い
っ
た
事
件
が
起
き
て
い
た
︵

︶
︒

1

明
治
四
一
年
一
月
の
関
東
都
督
府
官
制
の
改
正
に
よ
り
︑
鉄
道
付
属
地
に
配
属
さ
れ
る
関
東
都
督
府
警
察
官
は
︑
領
事
館
警
察
官

に
兼
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
鉄
道
警
備
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
各
領
事
の
指
揮
を
受
け
︑
鉄
道
警
備
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

し
か
し
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
に
は
鉄
道
付
属
地
が
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
︑
馬
賊
が
出
没
す
る
た
め
︑
明
治
四
二
年
一
二
月
︑
関

東
都
督
府
は
︑
安
奉
鉄
道
の
主
要
停
車
場
に
は
都
督
府
警
察
官
の
常
時
配
置
が
必
要
と
判
断
し
︑
本
渓
湖
に
は
改
め
て
都
督
府
奉
天

警
察
署
の
︑
ま
た
鶏
冠
山
に
は
同
安
東
警
察
署
の
支
署
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
た
︒
一
方
︑
清
国
は
︑
本
渓
湖
に
安
奉
鉄
路
巡
警
総
局

を
︑
ま
た
橋
頭
︑
草
河
口
︑
鶏
冠
山
︑
安
東
に
は
同
総
局
の
分
局
を
設
置
し
︑
警
官
計
百
名
を
配
置
す
る
と
と
も
に
︑
各
停
車
場
へ

の
立
ち
入
り
警
備
も
行
う
こ
と
に
し
た
た
め
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
で
は
日
清
両
国
警
官
に
よ
る
睨
み
合
い
が
続
い
て
い
た
︵

︶
︒

2

明
治
四
三
年
二
月
一
日
︑
小
池
は
小
村
外
相
に
対
し
て
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
に
配
置
さ
れ
る
清
国
警
官
が
増
員
さ
れ
て
い
る
事
実
を

報
告
す
る
と
と
も
に
︑
都
督
府
警
察
官
の
手
薄
な
停
車
場
で
は
︑
清
国
警
官
を
排
除
す
る
た
め
に
は
多
人
数
の
都
督
府
警
察
官
を
配

備
す
る
必
要
が
あ
る
が
︑
そ
の
場
合
に
は
清
国
警
官
と
の
衝
突
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
︑
実
際
に
都
督
府
警
察
官
の

増
員
配
備
が
で
き
な
い
停
車
場
に
つ
い
て
は
︑
実
力
を
も
っ
て
清
国
警
官
を
排
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
︑
小
村
外
相
の
注
意

を
喚
起
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
小
村
外
相
は
︑
鉄
道
付
属
地
が
未
確
定
で
あ
る
た
め
に
︑
清
国
が
安
奉
鉄
道
沿
線
に
警
官
を
派
遣
す

る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
と
し
な
が
ら
も
︑
日
本
の
立
場
と
し
て
は
︑
都
督
府
警
察
官
の
配
備
さ
れ
て
い
る
停
車
場
で
は
︑
で
き
る

か
ぎ
り
清
国
警
官
を
排
除
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
︵

︶
︒

3

こ
の
た
め
小
池
は
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
各
停
車
場
に
お
け
る
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
が
︑
同
二
〇
日
か
ら
︑

数
度
に
わ
た
っ
て
︑
草
河
口
停
車
場
に
お
い
て
︑
同
停
車
場
構
内
か
ら
清
国
警
官
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
都
督
府
警
察
官
と
︑
そ
れ

に
抵
抗
す
る
清
国
警
官
と
が
衝
突
し
︑
都
督
府
警
察
官
が
負
傷
す
る
事
件
が
発
生
し
た
︒
警
備
責
任
者
の
在
安
東
木
部
領
事
は
︑
現

地
の
秩
序
回
復
の
た
め
︑
大
島
都
督
に
対
し
て
鉄
道
守
備
隊
の
派
遣
を
要
請
し
︑
小
池
も
︑
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
っ
て
日
清
両
国
警
官
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が
衝
突
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
︑
清
国
の
反
日
感
情
が
高
揚
す
る
こ
と
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
︵

︶
︒

4こ
の
よ
う
に
安
奉
鉄
道
沿
線
に
お
け
る
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
が
︑
小
池
は
四
月
五
日
か
ら
五
月
一
四
日
ま
で
一
時

帰
国
し
た
た
め
︑
四
月
九
日
︑
再
び
総
領
事
代
理
と
な
っ
た
有
田
は
︑
東
三
省
当
局
に
対
し
て
︑
知
人
送
迎
の
た
め
に
清
国
警
官
が

停
車
場
構
内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
了
解
す
る
も
の
の
︑
清
国
警
官
は
︑
送
迎
以
外
の
場
合
に
も
︑
送
迎
で
あ
る
か
の
如
く
に
偽
っ
て

停
車
場
構
内
に
立
ち
入
り
︑
警
察
権
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
認
め
ら
れ
る
と
抗
議
し
た
が
︑
こ
の
よ
う
な
有
田
の
対
応
に
は

大
島
都
督
は
満
足
せ
ず
︑
四
月
一
七
日
︑
大
島
都
督
は
有
田
に
対
し
て
︑
日
清
両
国
警
官
の
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
に
は
︑
清
国
警

官
の
停
車
場
構
内
へ
の
立
ち
入
り
を
全
面
的
に
禁
じ
︑
知
人
や
要
人
の
送
迎
な
ど
を
理
由
に
清
国
警
官
が
停
車
場
構
内
へ
の
立
ち
入

り
を
求
め
て
き
て
も
︑
都
督
府
警
察
官
が
許
可
す
る
場
合
以
外
は
︑
停
車
場
構
内
に
清
国
警
官
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
こ
と
︑
ま
た
草

河
口
停
車
場
に
お
け
る
衝
突
事
件
に
お
い
て
︑
都
督
府
警
察
官
に
暴
行
を
働
い
た
清
国
警
官
に
対
す
る
処
罰
を
清
国
に
要
求
す
る
こ

と
を
指
示
し
て
き
た
︵

︶
︒
こ
れ
に
対
し
て
有
田
は
︑
小
村
外
相
に
対
し
て
︑
都
督
の
強
硬
な
要
求
は
清
国
官
民
の
反
発
を
招
き
︑
排
日

5

運
動
な
ど
を
惹
起
し
か
ね
な
い
と
し
て
︑
事
態
の
解
決
に
向
け
て
外
相
が
都
督
と
協
議
す
る
よ
う
訴
え
た
が
︵

︶
︑
結
局
︑
こ
の
問
題
に

6

つ
い
て
日
清
間
に
解
決
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

有
田
と
し
て
は
︑
満
鉄
本
線
と
は
異
な
り
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
に
つ
い
て
は
鉄
道
付
属
地
も
確
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
れ
ば
︑
た
と
え
日
本
の
権
益
の
警
護
の
た
め
と
は
い
え
︑
実
力
を
も
っ
て
清
国
警
官
を
排
除
す
る
こ
と
の
是
非
は
︑

当
然
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
な
大
島
と
有
田
の
考
え
方
の
違
い
は
︑
日
清
満
州
善
後
条
約

に
お
け
る
関
東
州
と
鉄
道
付
属
地
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
の
認
識
の
違
い
に
起
因
し
て
お
り
︑
そ
れ
は
ま
た
安
奉
鉄
道
に
か
か
わ
る

外
務
省
と
陸
軍
と
の
認
識
の
違
い
で
も
あ
っ
た
︒

ま
た
有
田
の
認
識
の
背
景
に
は
︑
日
清
間
に
お
け
る
警
官
の
衝
突
事
件
が
︑
単
に
清
国
の
対
日
態
度
を
硬
化
さ
せ
る
だ
け
に
と
ど
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ま
ら
ず
︑
実
際
に
は
乗
客
の
中
に
は
欧
米
人
も
い
る
た
め
︑
日
清
両
国
警
官
が
乗
客
の
前
で
衝
突
し
︑
負
傷
者
を
だ
す
よ
う
な
状
況

が
欧
米
人
乗
客
の
目
を
通
じ
て
欧
米
各
国
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
︑
欧
米
諸
国
の
日
本
の
満
州
政
策
に
対
す
る
誤
解
を
招
き

か
ね
な
い
と
の
懸
念
も
あ
っ
た
︒
す
な
わ
ち
︑
こ
の
よ
う
な
日
清
間
の
衝
突
は
︑
英
米
両
国
に
対
し
て
︑
日
本
が
満
州
権
益
を
排
他

的
に
拡
充
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
た
疑
念
を
与
え
か
ね
な
い
微
妙
な
問
題
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
だ
け
に
︑
小
池
に
し
て
も
︑
ま
た

有
田
に
し
て
も
︑
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
︑
大
島
都
督
の
よ
う
な
強
硬
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

︵

︶

明
治
四
〇
年
四
月
一
二
日
在
奉
天
吉
田
総
領
事
代
理
発
林
外
相
宛
公
信
機
密
第
八
四
号
︒

1

同
年
五
月
一
八
日
林
外
相
発
在
奉
天
吉
田
総
領
事
代
理
宛
電
報
第
九
八
号
︒

同
年
六
月
二
日
在
奉
天
吉
田
総
領
事
代
理
発
林
外
相
宛
電
報
第
一
九
一
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
〇
│
二
︑
一
一
三
二
︑
一
一
三
九
お

よ
び
一
一
四
〇
︶
︒

︵

︶

明
治
四
二
年
一
二
月
一
八
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
公
信
機
密
公
第
二
九
号
︒

2

同
月
二
三
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
二
〇
〇
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
二
│
一
︑
六
二
九
お
よ
び
六
三
〇
︶︒

︵

︶

明
治
四
三
年
二
月
一
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
二
二
号
︒

3

同
年
二
月
五
日
小
村
外
相
発
在
奉
天
小
池
総
領
事
宛
電
報
第
一
二
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
三
│
一
︑
三
七
三
︑
三
七
四
︶︒

︵

︶

安
奉
鉄
道
の
警
備
に
つ
い
て
は
︑
草
河
口
を
境
に
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
︑
蘇
家
屯
か
ら
草
河
口
ま
で
は
在
奉
天
総
領
事
の
︑
ま
た
草
河

4口
停
車
場
お
よ
び
草
河
口
か
ら
安
東
ま
で
は
在
安
東
領
事
の
管
轄
と
さ
れ
て
い
た
︒

︵

︶

明
治
四
三
年
四
月
九
日
在
奉
天
有
田
総
領
事
代
理
発
大
島
関
東
都
督
宛
公
信
機
都
第
六
号
︒

5

同
一
七
日
大
島
関
東
都
督
発
在
奉
天
有
田
総
領
事
代
理
宛
公
信
機
外
第
三
九
号
ノ
六
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
三
│
一
︑
三
八
〇
付
属
書

一
お
よ
び
三
八
八
付
属
書
一
︶
︒

︵

︶

明
治
四
三
年
四
月
一
七
日
大
島
関
東
都
督
発
在
奉
天
有
田
総
領
事
代
理
宛
公
信
機
外
第
三
九
号
ノ
六
︒

6

明
治
四
三
年
四
月
二
〇
日
在
奉
天
有
田
総
領
事
代
理
発
小
村
外
相
宛
公
信
機
蜜
公
第
二
六
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
三
│
一
︑
三
八
八

付
属
書
一
お
よ
び
三
八
八
︶︒
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後
に
︑
昭
和
一
一
年
に
広
田
内
閣
の
外
相
と
な
る
有
田
も
︑
当
時
は
ま
だ
二
六
才
︒
そ
れ
に
対
し
て
大
島
都
督
は
嘉
永
三
年
生
ま
れ
の

五
八
才
で
あ
っ
た
か
ら
︑
外
務
省
入
省
後
一
年
に
も
満
た
ず
︑
奉
天
に
着
任
し
て
間
も
な
い
有
田
が
︑
三
〇
才
以
上
も
年
長
の
陸
軍
大
将

で
も
あ
る
大
島
都
督
に
対
し
て
︑
異
論
を
唱
え
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
は
ず
も
な
か
っ
た
︒

五

む
す
び

明
治
四
四
年
一
〇
月
一
二
日
に
帰
朝
発
令
を
受
け
た
小
池
は
︑
一
一
月
一
四
日
︑
奉
天
に
お
い
て
︑
外
交
官
領
事
官
試
験
合
格
者

と
し
て
は
二
期
上
で
︑
在
露
大
使
館
参
事
官
で
あ
っ
た
落
合
謙
太
郎
総
領
事
に
事
務
を
引
き
継
ぎ
︑
二
〇
日
に
離
任
し
た
︒
小
池
の

在
奉
天
総
領
事
在
任
期
間
は
二
年
一
一
カ
月
で
あ
っ
た
︒

小
池
は
︑
奉
天
在
勤
中
に
は
︑
安
奉
鉄
道
沿
線
本
渓
湖
炭
鉱
を
め
ぐ
る
大
倉
組
の
採
掘
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
も
︑
清
国
と
の
折

衝
に
か
か
わ
っ
て
い
た
が
︑
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
を
は
じ
め
満
韓
鉄
道
連
絡
問
題
︑
安
奉
鉄
道
警
備
問
題
な
ど
︑
い
ず
れ
も
安
奉
鉄

道
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
の
解
決
交
渉
に
関
与
し
て
き
た
︒
安
奉
鉄
道
の
重
要
性
は
︑
朝
鮮
半
島
南
部
の
京
釜
鉄
道
お
よ
び
北
部
の

京
義
鉄
道
と
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
対
馬
海
峡
を
除
け
ば
︑
東
京
か
ら
奉
天
ま
で
鉄
道
に
よ
り
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ

っ
た
が
︑
小
池
は
︑
そ
の
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
︑
安
奉
鉄
道
に
か
か
わ
る
困
難
な
交
渉
を
手
が
け
れ
ば
手
が
け
る
ほ
ど
︑

安
奉
鉄
道
の
租
借
期
間
の
延
長
は
中
国
と
早
急
に
交
渉
す
べ
き
課
題
と
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

小
池
が
︑
と
り
わ
け
安
奉
鉄
道
の
重
要
性
に
着
目
し
て
い
た
の
は
︑
小
池
が
奉
天
に
着
任
し
た
後
︑
明
治
四
二
年
二
月
二
日
︑
小

村
外
相
が
帝
国
議
会
に
お
け
る
外
交
演
説
に
お
い
て
︑
満
韓
移
民
集
中
論
を
展
開
し
た
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
︒
小
池
が
︑
前

任
地
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
総
領
事
を
務
め
て
い
た
時
期
は
︑
日
本
人
移
民
に
対
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
反

日
感
情
が
最
も
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
︑
小
池
は
︑
日
本
が
米
国
へ
の
移
民
の
送
出
に
つ
い
て
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
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緯
を
誰
よ
り
も
よ
く
承
知
し
て
お
り
︑
小
村
外
相
の
満
韓
移
民
集
中
論
を
踏
ま
え
て
︑
満
州
を
新
た
な
日
本
人
の
移
住
地
と
す
る
こ

と
も
︑
そ
の
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒
こ
の
た
め
︑
日
本
の
満
州
移
民
を
推
進
す
る
た
め
に
も
︑
小
池
は
︑
日
本
と
満
州

を
結
ぶ
満
韓
連
絡
鉄
道
の
必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
︑
そ
れ
が
英
米
両
国
か
ら
門
戸
開
放
違
反
と
さ
れ
︑
と
り
わ
け
日
本
の
対
米
移

民
問
題
に
よ
っ
て
高
揚
し
た
米
国
の
反
日
感
情
を
さ
ら
に
刺
激
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
し
つ
つ
︑
安
奉
鉄
道
の
権
益
を
強
化
す

る
こ
と
に
力
を
注
い
で
き
た
と
い
っ
て
よ
い
︒

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
安
奉
鉄
道
改
築
交
渉
に
お
い
て
︑
小
池
が
小
村
外
相
に
清
国
に
対
し
て
強
硬
な
姿
勢
で
臨
む
こ
と
を
主

張
し
た
の
は
︑
安
奉
鉄
道
の
標
準
軌
へ
の
改
築
に
は
︑
一
般
の
商
工
業
の
利
用
に
も
供
す
と
い
う
目
的
が
あ
り
︑
安
奉
鉄
道
は
邦
人

の
便
を
は
か
る
だ
け
で
な
く
︑
英
米
両
国
民
の
利
用
に
も
供
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
︑
小
池
は
︑
改
築
工
事
の
竣
工
は
︑
英

米
両
国
の
主
張
す
る
門
戸
開
放
原
則
に
も
適
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
た
︒
明
治
四
二
年
七
月
一
九
日
︑
改
築
交
渉
が
暗
礁
に
乗
り

上
げ
て
い
る
と
き
︑
奉
天
駐
在
の
英
国
領
事
︵
総
領
事
代
理
︶
は
︑
小
池
に
対
し
て
安
奉
鉄
道
改
築
工
事
の
実
施
を
支
持
す
る
と
と

も
に
︑
東
三
省
当
局
に
対
し
て
日
本
の
要
求
に
応
じ
る
よ
う
説
得
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
︵

︶
︑
安
奉
鉄
道
の
よ
う
に
︑
権
益
の
強
化
が
︑

1

日
本
人
の
み
な
ら
ず
︑
英
米
両
国
人
に
も
恩
恵
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
︑
英
国
領
事
が
安
奉
鉄
道
の
改
築
工
事
に
つ
い
て
日

本
の
立
場
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
︑
小
池
が
時
と
し
て
︑
安
奉
鉄
道
改
築
交
渉
に
お
い
て
強
硬
な
姿
勢
を
示
し

た
の
も
︑
安
奉
鉄
道
の
竣
工
は
英
米
両
国
民
も
裨
益
す
る
こ
と
を
意
識
し
︑
こ
の
よ
う
な
強
硬
な
対
応
に
も
︑
英
米
両
国
の
支
持
が

得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
日
清
両
国
警
官
衝
突
事
件
に
つ
い
て
︑
有
田
が
︑
英
米
両
国
民
の
乗
客
に
よ
り
︑
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
英
米
本

国
に
伝
え
ら
れ
る
か
を
懸
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
︑
同
英
国
領
事
が
︑
あ
わ
せ
て
鉄
道
付
属
地
問
題
や
警
官
配
備
問
題
に
つ

い
て
は
︑
日
本
に
法
的
根
拠
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
︑
警
官
配
備
問
題
に
つ
い
て
は
︑
日
本
の
主
張
に
は
法
的
根
拠
が
な
い
と
見
て

い
た
こ
と
に
も
︑
留
意
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
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他
方
︑
在
奉
天
総
領
事
と
し
て
︑
小
池
が
本
省
の
善
処
を
最
も
期
待
し
て
い
た
の
は
︑
外
相
の
指
揮
下
に
あ
る
総
領
事
で
あ
り
な

が
ら
︑
都
督
府
事
務
官
と
し
て
︑
陸
軍
の
傘
下
に
あ
る
関
東
都
督
の
指
揮
を
受
け
る
こ
と
の
矛
盾
の
解
消
で
あ
っ
た
︒
明
治
四
二
年

一
〇
月
二
三
日
︑
哈
爾
賓
へ
の
途
次
︑
奉
天
に
来
訪
し
た
伊
藤
前
韓
国
統
監
は
︑
小
池
よ
り
満
州
情
勢
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
際
︑

小
池
に
対
し
て
︑
満
州
に
お
け
る
日
本
の
行
動
お
よ
び
日
本
の
行
政
組
織
に
は
無
理
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
指
摘
し
︑
関
東
都

督
が
関
東
州
の
外
で
も
行
政
権
を
執
行
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
は
不
都
合
な
こ
と
と
述
べ
た
︵

︶
︒
伊
藤
は
︑
明
治
三
九
年
五
月
二
五
日

2

に
開
催
さ
れ
た
満
州
問
題
評
議
会
に
お
い
て
︑
満
州
の
民
政
へ
の
転
換
を
強
く
主
張
し
て
い
た
だ
け
に
︑
小
池
の
関
東
都
督
府
に
反

発
す
る
問
題
意
識
に
同
意
を
表
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
︒
伊
藤
は
二
六
日
に
哈
爾
賓
駅
頭
で
射
殺
さ
れ
る
が
︑
小
池
は
こ
れ
を

伊
藤
の
﹁
遺
言
﹂
の
よ
う
に
受
け
止
め
︑
こ
れ
を
小
村
外
相
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
︑
本
省
内
に
関
東
都
督
府
官
制
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て
認
識
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

小
池
は
︑
奉
天
か
ら
帰
朝
後
︑
明
治
四
四
年
一
二
月
七
日
に
在
ロ
ン
ド
ン
総
領
事
に
任
じ
ら
れ
︑
次
い
で
翌
明
治
四
五
年
一
月
二

二
日
に
は
在
英
国
大
使
館
参
事
官
を
命
じ
ら
れ
る
が
︑
大
正
二
年
九
月
三
日
︑
私
邸
前
で
暴
漢
に
襲
撃
さ
れ
た
傷
が
原
因
で
阿
部
守

太
郎
政
務
局
長
が
死
去
し
た
た
め
︑
同
一
〇
日
︑
急
遽
帰
朝
を
命
じ
ら
れ
︑
一
〇
月
一
三
日
に
政
務
局
長
に
就
任
す
る
︒
政
務
局
長

と
し
て
の
小
池
は
︑
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
加
藤
高
明
外
相
の
下
で
﹁
対
華
二
一
カ
条
要
求
﹂
の
原
案
を
起
草
す
る
が
︑
そ
の
趣
旨

は
日
本
の
そ
れ
ま
で
の
中
国
に
対
す
る
懸
案
を
一
挙
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑
小
池
の
念
頭
に
は
︑
満
鉄
本
線
や
安
奉

鉄
道
の
租
借
期
間
の
延
長
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

大
正
五
年
一
一
月
三
〇
日
︑
小
池
は
政
務
局
長
を
退
任
し
︑
再
度
︑
在
英
国
大
使
館
参
事
官
に
任
じ
ら
れ
る
が
︑
神
経
衰
弱
の
た

め
赴
任
で
き
ず
︑
同
年
一
二
月
二
日
に
外
務
省
を
退
官
す
る
︒
退
官
後
の
小
池
は
︑
久
原
本
店
理
事
︑
東
亜
工
業
取
締
役
を
歴
任
し
︑

大
正
一
〇
年
二
月
二
五
日
に
死
去
す
る
︒
享
年
四
八
才
で
あ
っ
た
︒

在奉天総領事 小池張造
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︵

︶

明
治
四
二
年
七
月
二
〇
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
八
九
号
︒

1

同
年
八
月
二
日
在
安
東
岡
部
領
事
発
小
村
外
相
宛
電
報
第
一
一
一
号
︵
以
上
︑﹃
外
文
﹄
四
二
│
一
︑
五
七
九
お
よ
び
五
八
六
︶︒

︵

︶

明
治
四
二
年
一
〇
月
二
五
日
在
奉
天
小
池
総
領
事
発
外
相
宛
公
信
機
密
号
外
︵﹃
外
文
﹄
四
二
│
一
︑
一
五
四
︶︒

2
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